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は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
、
武
家
に
生
ま
れ
た
男
子
に
は
、
ま
ず
童
名
（
わ
ら
わ
な
、

幼
名
）
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
元
服
（
成
人
）
す
る
と
、
童
名
を
改

め
て
男
名
（
お
と
な
な
）
が
付
け
ら
れ
た
。
元
服
の
年
齢
は
、
一
般
的
に

は
一
五
歳
だ
が
、
そ
の
家
の
事
情
に
よ
っ
て
幅
が
あ
っ
た
。
童
名
も
男
名

も
、
仮
名
（
け
み
ょ
う
、
通
称
）
と
し
て
日
常
的
に
彼
を
指
す
名
前
と
し

て
通
用
し
た
。
ま
た
元
服
の
際
に
は
、
諱
（
い
み
な
、
実
名
〈
じ
つ
み
ょ
う
〉
）

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
諱
は
忌
む
べ
き
も
の
で
、
通
常
は
名
乗
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。 

仮
名
も
実
名
も
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

元
服
し
た
際
の
男
名
と
実
名
で
生
涯
を
過
ご
す
者
も
い
た
。
な
お
家
臣
の

な
か
に
は
、
隠
居
後
に
剃
髪
し
て
法
名
を
名
乗
る
者
や
、
俳
諧
や
絵
画
な

ど
を
嗜
ん
で
、
俳
号
・
雅
号
な
ど
を
持
つ
者
も
い
た
。 

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
、
名
字
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
関
連
資
料
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
。 

 

一 

元
文
五
年
の
「
同
氏
同
名
」
問
題 

 現
代
社
会
に
お
い
て
、
同
じ
職
場
や
学
校
の
な
か
に
同
姓
同
名
の
人

物
が
い
た
ら
、
そ
の
人
た
ち
を
区
別
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
、
萩
藩
の
家
臣
団
内
部
で
も
生
じ
て
い
た
。
関
ヶ
原
戦
後
、

毛
利
氏
は
中
国
地
方
八
か
国
か
ら
周
防
・
長
門
二
か
国
に
減
封
と
な
っ
た
。

財
政
難
と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
家
臣
団
の
数
は
、
次
第
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
家
臣
の
兄
弟
を
別
家
と
し
て
取
り
立
て
た
り
、
牢
人
な
ど
を

新
規
に
召
し
抱
え
た
り
す
る
な
ど
、
江
戸
中
期
頃
に
は
総
数
五
六
〇
〇
人

以
上
に
膨
ら
ん
で
い
た
（
１
）

。
こ
の
う
ち
、
名
字
を
名
乗
れ
る
家
臣
の
数

は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
っ
た
。
「
同
氏
」
（
同
称
号
、
同
名
字
）

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て 

河
本 

福
美 
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の
家
も
多
く
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
い
ろ
は
寄
分
限
帳
」
（
２
）

に
よ
る
と
、
井
上
五
五
家
・
粟
屋
五
二
家
の
よ
う
に
五
〇
家
を
超
す
名
字

も
あ
り
、
自
然
と
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
が
起
き
た
よ
う
だ
。
「
同
氏
」

の
家
臣
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
仮
名
が
重
な
る
こ
と
も
当
然
起
き
う
る
。 

萩
藩
で
は
、
知
行
持
ち
の
家
臣
を
分
限
帳
に
、
知
行
を
持
た
な
い
（
無

足
）
家
臣
は
無
給
帳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
禄
高
と
名
前
が
登
載
さ
れ
た
。
以
下
、

分
限
帳
・
無
給
帳
双
方
を
指
す
と
き
は
、
給
禄
帳
と
記
す
。 

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
一
月
、
給
禄
帳
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
際
、
家
臣
本
人
に
加
え
て
嫡
子
の
仮
名
（
通
称
）
も
登
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
名
前
の
数
が
増
え
、
「
同
氏

同
名
」
の
家
臣
の
存
在
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
訂
か

ら
一
年
、
元
文
五
年
の
暮
に
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
家
臣
が
複
数
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
遠
近
方
に
次
の
よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
た
（
３
）

。 

御
家
来
中
数
多
同
氏
同
名
有
之
ニ
付
、
相
改
候
様
ニ
与
被
仰
出
候
付
、

分
限
帳
見
合
、
左
之
通
相
調
差
出
候
処
、
元
文
五
申
十
二
月
十
八
日

及
御
聞
、
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候
様
ニ
と
の
御
事
ニ
而
、

末
国
与
左
衛
門
ゟ
遠
近
方
江
此
付
立
被
相
渡
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
称
号
ノ
同
仮
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
次
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
供
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
左
衛
門
嫡
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
九
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
計
一
四
組
、
一
二
組
分
は
省
略
） 

右
分
限
帳
見
合
せ
申
候
分
如
是
御
座
候
、
此
外
ニ
茂
同
称
号
同
仮
名

之
分
可
有
御
座
候
得
共
、
委
細
ニ
讃
談
被
仰
付
候
へ
者
、
一
通
り
御

家
来
中
本
人
・
嫡
子
共
御
役
所
分
限
帳
ニ
而
見
合
、
隠
居
者
之
儀
者

諸
支
配
ゟ
之
付
出
を
取
、
孰
茂
い
ろ
は
寄
ニ
相
調
、
其
上
ニ
而
同
称

号
之
書
寄
せ
を
仕
候
儀
御
座
候
付
而
、
引
し
ら
へ
旁
日
数
懸
り
可
申

様
ニ
奉
存
候
事
（
欠
字
は
省
略
し
た
） 

家
臣
の
な
か
に
「
同
氏
同
名
」
の
者
が
い
る
の
で
精
査
す
る
よ
う
指

示
が
あ
り
、
遠
近
方
が
一
四
組
の
家
臣
を
確
認
し
報
告
を
上
げ
た
。
藩
主

宗
広
は
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、
「
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候

様
ニ
と
の
御
事
」
と
、
該
当
の
家
臣
は
相
談
し
て
年
末
ま
で
に
「
名
替
」

を
す
る
よ
う
命
じ
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。 

御
家
来
中
数
多
之
儀
故
、
同
氏
同
名
之
者
有
之
紛
敷
儀
候
条
、
本

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

六
九
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（
朱
筆
） 

 

「
新
右
衛
門
」 

 

（
朱
筆
） 

人
・
嫡
子
共
ニ
追
々
申
会
せ
相
改
候
様
と
の
御
事 

但
、
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
、
一
方
計
改
候
様
難
仕
面
々
之 

 

儀
ハ
、
双
方
共
先
一
往
相
改
候
様
と
之
御
事 

 
 

元
文
五
申 

 
 
 

十
二
月
十
八
日 

「
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
」
つ
ま
り
双
方
の
家
が
そ
れ
ぞ
れ
由
緒

あ
る
名
前
だ
と
主
張
し
た
場
合
、
一
方
だ
け
改
め
る
の
は
難
し
い
の
で
、

ま
ず
双
方
改
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。 

な
お
、
こ
の
時
点
で
確
認
漏
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
家
臣
本

人
と
嫡
子
に
つ
い
て
は
「
御
役
所
分
限
帳
」
（
遠
近
方
分
限
帳
）
で
確
認

し
、
隠
居
に
つ
い
て
は
「
諸
支
配
」
つ
ま
り
手
廻
組
、
大
組
、
船
手
組
、

寺
社
組
等
々
、
各
組
か
ら
「
付
出
」
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
ろ
は
寄
」

つ
ま
り
イ
ロ
ハ
順
に
名
簿
を
作
成
し
て
調
べ
る
（
「
引
し
ら
へ
」
）
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
作
業
に
は
時
間
を
要
す
る
と
し
て
い
る
。 

遠
近
方
が
管
理
し
た
給
禄
帳
は
「
御
根
帳
」
と
呼
ば
れ
、
形
態
は
横
長

帳
で
あ
る
。
家
臣
の
「
名
替
」
や
異
動
（
加
増
・
減
知
、
組
替
え
な
ど
）

が
あ
る
た
び
に
加
筆
修
正
が
行
わ
れ
、
書
き
込
む
余
白
が
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
別
紙
に
書
い
て
貼
付
し
た
（
４
）

。
こ
の
時
期
、
扶
持
方
成
（
５
）

の
家
臣
が
増
加
し
て
お
り
、
彼
ら
は
「
扶
持
方
成
」
の
部
に
書
き
出
さ
れ

た
。
借
銀
を
返
済
す
る
と
、
元
の
組
か
他
の
組
の
分
限
相
当
の
筆
並
に
戻

さ
れ
た
（
「
扶
持
方
出
」
）
。
「
御
根
帳
」
は
、
改
訂
直
後
の
き
れ
い
な

状
態
か
ら
時
間
の
経
過
と
と
も
に
書
き
込
み
や
付
紙
が
増
え
て
、
丹
念
に

確
認
作
業
し
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
に
確
認
漏
れ
が
入
り
込
む
余
地
が
あ

っ
た
と
推
測
す
る
。
ゆ
え
に
、
「
い
ろ
は
寄
」
の
名
簿
を
作
成
す
る
と
い

う
の
は
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。 

過
去
に
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
嫡
子
の

名
も
登
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
元
文
四
年
十
一
月
改
の
給
禄
帳
で
は
「
同

氏
同
名
」
の
件
数
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
藩
は
、
「
紛
敷
」

（
ま
ぎ
ら
わ
し
い
）
と
し
て
該
当
の
家
臣
に
「
名
替
」
を
命
じ
た
。 

次
頁
の
表
１
は
、
付
立
に
あ
る
一
四
組
の
家
臣
に
つ
い
て
、
給
禄
帳
で

「
名
替
」
の
状
況
を
確
認
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と

き
、
「
名
替
」
を
し
た
家
臣
の
給
禄
帳
で
の
記
載
は
、
次
の
と
お
り
で
あ 

る
。
朱
筆
で
仮
名
が
抹
消
さ
れ
て
「
替
名
」
が
記
さ
れ
、
そ
し
て
短
く
そ 

の
経
緯
が
記
さ
れ
た
。 

 

「
此
度
同
氏
同
名
双
方
申
談
相
改
候
様
ニ
御
沙
汰
相
成
候
付
、
元
文
五

申
十
二
月
晦
日
名
替
」 

 
 
 
 

 
 

弐
百
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
喜
兵
衛 

 
 
 
 
 

元
文
四
未
六
拾
四
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

嫡
子
弥
二
郎 
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 表１ 萩藩家臣団の同氏同名（元文5年〈1740〉12月） 
№ 組 名字 仮名 替名 禄高 備考 

1 
手廻組 中村 次郎左衛門 － 50石余 膳夫頭 

供徒士 中村 次郎左衛門 小源太 5人5石余  

2 
手廻組 佐々木 九郎右衛門 － ○ 3人5石 小左衛門嫡子 

地徒士 佐々木 九郎右衛門 <病死> 2人5石 嫡子助之進 

3 
大組 村上 喜兵衛 喜三兵衛 63石 根来組 

船手組 村上 喜兵衛 新右衛門 200石  

4 
無給通 井上 吉右衛門 (喜兵衛) 3人4石 長左衛門嫡子 

供徒士 井上 吉右衛門 貞右衛門 3人5石  

5 
無給通 粟屋 与右衛門 － 3人3石1斗  

大組 粟屋 与右衛門 (市左衛門) 41石6斗 八左衛門嫡子 浦組 

6 
大組 林 喜左衛門 － ○ 283石余 宍道組 

中船頭 林 喜左衛門 佐左衛門 3人8石  

7 
大組 中村 弥次郎 弥二右衛門 50石 七郎左衛門嫡子 梨羽組 

無給通 中村 弥次郎 (一平)○ 3人2石4斗 彦兵衛嫡子 

8 
大組 飯田 弥五郎 － ○ 143石 七兵衛嫡子  梨羽組 

地徒士 飯田 弥五郎 弥左衛門 4人銀200目  

9 
大組 児玉 勘左衛門 六郎右衛門 66石4斗 児玉組 

細工人 児玉 勘左衛門 半蔵 2人2石4斗 具足師 

10 
大組 中村 仁左衛門 － 61石9斗 扶持方成 

遠近付 中村 仁左衛門 長左衛門 2人1石5斗  

11 
大組 山田 文右衛門 － ○ 161石 扶持方成 

無給通 山田 文右衛門 (長兵衛) 3人3石 市郎兵衛嫡子 

12 
遠近付 中村 平馬 － ○ 5人6石6斗 九左衛門嫡子 

地徒士 中村 平馬 治右衛門 2人銀80目  

13 
無給通 渡辺 弥五郎 － 3人3石6斗  

地徒士 渡辺 弥五郎 源右衛門 3人2石5斗  

14 
三十人通 尾崎 新兵衛 － ○ 3人5石  

小船頭 尾崎 新兵衛 新右衛門 2人6石5斗 里兵衛嫡子 

【典拠】毛利家文庫 52給禄107「分限帳詮議物」、同46「元文4年分限帳」、同81「元文4年無給帳」。 

（註）①禄高の何人は扶持方を示す。②替名の欄には、給禄帳で確認できたもの、すなわち朱筆で記された

ものを示した。－ は「名替」をしていないことを示す。③（  ）で括った名は、「付立」と給禄帳に齟齬

があるため、給禄帳の記載を掲げたものである。「同氏同名」の「付立」を作成した際に基礎とした資料が

異なっていた可能性がある。④○印は、本文で説明するように「名替」にかかる藩の指示を受けて提出した

願書が「分限帳詮儀物」にあることを示す。⑤№4無給通井上喜兵衛は給禄帳の記載。譜録によると、喜兵

衛は山﨑家から養子に入った人物で、その際の仮名が吉右衛門であった。№5大組粟屋市右衛門は給禄帳の

記載。これも譜録によれば、市右衛門の前の仮名が与右衛門であった。№7中村一平も給禄帳の記載。№11

無給通山田文右衛門は市郎兵衛嫡子とあるが、給禄帳には長兵衛と記されており、「付立」作成の際に混乱

があったようだ。№13両「渡辺弥五郎家」はともに給禄帳での通称は弥兵衛となっている。 
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は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
、
武
家
に
生
ま
れ
た
男
子
に
は
、
ま
ず
童
名
（
わ
ら
わ
な
、

幼
名
）
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
元
服
（
成
人
）
す
る
と
、
童
名
を
改

め
て
男
名
（
お
と
な
な
）
が
付
け
ら
れ
た
。
元
服
の
年
齢
は
、
一
般
的
に

は
一
五
歳
だ
が
、
そ
の
家
の
事
情
に
よ
っ
て
幅
が
あ
っ
た
。
童
名
も
男
名

も
、
仮
名
（
け
み
ょ
う
、
通
称
）
と
し
て
日
常
的
に
彼
を
指
す
名
前
と
し

て
通
用
し
た
。
ま
た
元
服
の
際
に
は
、
諱
（
い
み
な
、
実
名
〈
じ
つ
み
ょ
う
〉
）

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
諱
は
忌
む
べ
き
も
の
で
、
通
常
は
名
乗
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。 

仮
名
も
実
名
も
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

元
服
し
た
際
の
男
名
と
実
名
で
生
涯
を
過
ご
す
者
も
い
た
。
な
お
家
臣
の

な
か
に
は
、
隠
居
後
に
剃
髪
し
て
法
名
を
名
乗
る
者
や
、
俳
諧
や
絵
画
な

ど
を
嗜
ん
で
、
俳
号
・
雅
号
な
ど
を
持
つ
者
も
い
た
。 

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
、
名
字
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
関
連
資
料
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
。 

 

一 

元
文
五
年
の
「
同
氏
同
名
」
問
題 

 現
代
社
会
に
お
い
て
、
同
じ
職
場
や
学
校
の
な
か
に
同
姓
同
名
の
人

物
が
い
た
ら
、
そ
の
人
た
ち
を
区
別
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
、
萩
藩
の
家
臣
団
内
部
で
も
生
じ
て
い
た
。
関
ヶ
原
戦
後
、

毛
利
氏
は
中
国
地
方
八
か
国
か
ら
周
防
・
長
門
二
か
国
に
減
封
と
な
っ
た
。

財
政
難
と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
家
臣
団
の
数
は
、
次
第
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
家
臣
の
兄
弟
を
別
家
と
し
て
取
り
立
て
た
り
、
牢
人
な
ど
を

新
規
に
召
し
抱
え
た
り
す
る
な
ど
、
江
戸
中
期
頃
に
は
総
数
五
六
〇
〇
人

以
上
に
膨
ら
ん
で
い
た
（
１
）

。
こ
の
う
ち
、
名
字
を
名
乗
れ
る
家
臣
の
数

は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
っ
た
。
「
同
氏
」
（
同
称
号
、
同
名
字
）

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て 

河
本 

福
美 
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の
家
も
多
く
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
い
ろ
は
寄
分
限
帳
」
（
２
）

に
よ
る
と
、
井
上
五
五
家
・
粟
屋
五
二
家
の
よ
う
に
五
〇
家
を
超
す
名
字

も
あ
り
、
自
然
と
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
が
起
き
た
よ
う
だ
。
「
同
氏
」

の
家
臣
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
仮
名
が
重
な
る
こ
と
も
当
然
起
き
う
る
。 

萩
藩
で
は
、
知
行
持
ち
の
家
臣
を
分
限
帳
に
、
知
行
を
持
た
な
い
（
無

足
）
家
臣
は
無
給
帳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
禄
高
と
名
前
が
登
載
さ
れ
た
。
以
下
、

分
限
帳
・
無
給
帳
双
方
を
指
す
と
き
は
、
給
禄
帳
と
記
す
。 

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
一
月
、
給
禄
帳
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
際
、
家
臣
本
人
に
加
え
て
嫡
子
の
仮
名
（
通
称
）
も
登
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
名
前
の
数
が
増
え
、
「
同
氏

同
名
」
の
家
臣
の
存
在
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
訂
か

ら
一
年
、
元
文
五
年
の
暮
に
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
家
臣
が
複
数
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
遠
近
方
に
次
の
よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
た
（
３
）

。 

御
家
来
中
数
多
同
氏
同
名
有
之
ニ
付
、
相
改
候
様
ニ
与
被
仰
出
候
付
、

分
限
帳
見
合
、
左
之
通
相
調
差
出
候
処
、
元
文
五
申
十
二
月
十
八
日

及
御
聞
、
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候
様
ニ
と
の
御
事
ニ
而
、

末
国
与
左
衛
門
ゟ
遠
近
方
江
此
付
立
被
相
渡
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
称
号
ノ
同
仮
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
次
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
供
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
左
衛
門
嫡
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
九
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
計
一
四
組
、
一
二
組
分
は
省
略
） 

右
分
限
帳
見
合
せ
申
候
分
如
是
御
座
候
、
此
外
ニ
茂
同
称
号
同
仮
名

之
分
可
有
御
座
候
得
共
、
委
細
ニ
讃
談
被
仰
付
候
へ
者
、
一
通
り
御

家
来
中
本
人
・
嫡
子
共
御
役
所
分
限
帳
ニ
而
見
合
、
隠
居
者
之
儀
者

諸
支
配
ゟ
之
付
出
を
取
、
孰
茂
い
ろ
は
寄
ニ
相
調
、
其
上
ニ
而
同
称

号
之
書
寄
せ
を
仕
候
儀
御
座
候
付
而
、
引
し
ら
へ
旁
日
数
懸
り
可
申

様
ニ
奉
存
候
事
（
欠
字
は
省
略
し
た
） 

家
臣
の
な
か
に
「
同
氏
同
名
」
の
者
が
い
る
の
で
精
査
す
る
よ
う
指

示
が
あ
り
、
遠
近
方
が
一
四
組
の
家
臣
を
確
認
し
報
告
を
上
げ
た
。
藩
主

宗
広
は
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、
「
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候

様
ニ
と
の
御
事
」
と
、
該
当
の
家
臣
は
相
談
し
て
年
末
ま
で
に
「
名
替
」

を
す
る
よ
う
命
じ
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。 

御
家
来
中
数
多
之
儀
故
、
同
氏
同
名
之
者
有
之
紛
敷
儀
候
条
、
本

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
〇
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（
朱
筆
） 

 

「
新
右
衛
門
」 

 
（
朱
筆
） 

人
・
嫡
子
共
ニ
追
々
申
会
せ
相
改
候
様
と
の
御
事 

但
、
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
、
一
方
計
改
候
様
難
仕
面
々
之 

 
儀
ハ
、
双
方
共
先
一
往
相
改
候
様
と
之
御
事 

 
 

元
文
五
申 

 
 
 

十
二
月
十
八
日 

「
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
」
つ
ま
り
双
方
の
家
が
そ
れ
ぞ
れ
由
緒

あ
る
名
前
だ
と
主
張
し
た
場
合
、
一
方
だ
け
改
め
る
の
は
難
し
い
の
で
、

ま
ず
双
方
改
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。 

な
お
、
こ
の
時
点
で
確
認
漏
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
家
臣
本

人
と
嫡
子
に
つ
い
て
は
「
御
役
所
分
限
帳
」
（
遠
近
方
分
限
帳
）
で
確
認

し
、
隠
居
に
つ
い
て
は
「
諸
支
配
」
つ
ま
り
手
廻
組
、
大
組
、
船
手
組
、

寺
社
組
等
々
、
各
組
か
ら
「
付
出
」
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
ろ
は
寄
」

つ
ま
り
イ
ロ
ハ
順
に
名
簿
を
作
成
し
て
調
べ
る
（
「
引
し
ら
へ
」
）
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
作
業
に
は
時
間
を
要
す
る
と
し
て
い
る
。 

遠
近
方
が
管
理
し
た
給
禄
帳
は
「
御
根
帳
」
と
呼
ば
れ
、
形
態
は
横
長

帳
で
あ
る
。
家
臣
の
「
名
替
」
や
異
動
（
加
増
・
減
知
、
組
替
え
な
ど
）

が
あ
る
た
び
に
加
筆
修
正
が
行
わ
れ
、
書
き
込
む
余
白
が
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
別
紙
に
書
い
て
貼
付
し
た
（
４
）

。
こ
の
時
期
、
扶
持
方
成
（
５
）

の
家
臣
が
増
加
し
て
お
り
、
彼
ら
は
「
扶
持
方
成
」
の
部
に
書
き
出
さ
れ

た
。
借
銀
を
返
済
す
る
と
、
元
の
組
か
他
の
組
の
分
限
相
当
の
筆
並
に
戻

さ
れ
た
（
「
扶
持
方
出
」
）
。
「
御
根
帳
」
は
、
改
訂
直
後
の
き
れ
い
な

状
態
か
ら
時
間
の
経
過
と
と
も
に
書
き
込
み
や
付
紙
が
増
え
て
、
丹
念
に

確
認
作
業
し
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
に
確
認
漏
れ
が
入
り
込
む
余
地
が
あ

っ
た
と
推
測
す
る
。
ゆ
え
に
、
「
い
ろ
は
寄
」
の
名
簿
を
作
成
す
る
と
い

う
の
は
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。 

過
去
に
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
嫡
子
の

名
も
登
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
元
文
四
年
十
一
月
改
の
給
禄
帳
で
は
「
同

氏
同
名
」
の
件
数
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
藩
は
、
「
紛
敷
」

（
ま
ぎ
ら
わ
し
い
）
と
し
て
該
当
の
家
臣
に
「
名
替
」
を
命
じ
た
。 

次
頁
の
表
１
は
、
付
立
に
あ
る
一
四
組
の
家
臣
に
つ
い
て
、
給
禄
帳
で

「
名
替
」
の
状
況
を
確
認
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と

き
、
「
名
替
」
を
し
た
家
臣
の
給
禄
帳
で
の
記
載
は
、
次
の
と
お
り
で
あ 

る
。
朱
筆
で
仮
名
が
抹
消
さ
れ
て
「
替
名
」
が
記
さ
れ
、
そ
し
て
短
く
そ 

の
経
緯
が
記
さ
れ
た
。 

 

「
此
度
同
氏
同
名
双
方
申
談
相
改
候
様
ニ
御
沙
汰
相
成
候
付
、
元
文
五

申
十
二
月
晦
日
名
替
」 

 
 
 
 

 
 

弐
百
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
喜
兵
衛 

 
 
 
 
 

元
文
四
未
六
拾
四
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

嫡
子
弥
二
郎 
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 表１ 萩藩家臣団の同氏同名（元文5年〈1740〉12月） 
№ 組 名字 仮名 替名 禄高 備考 

1 
手廻組 中村 次郎左衛門 － 50石余 膳夫頭 

供徒士 中村 次郎左衛門 小源太 5人5石余  

2 
手廻組 佐々木 九郎右衛門 － ○ 3人5石 小左衛門嫡子 

地徒士 佐々木 九郎右衛門 <病死> 2人5石 嫡子助之進 

3 
大組 村上 喜兵衛 喜三兵衛 63石 根来組 

船手組 村上 喜兵衛 新右衛門 200石  

4 
無給通 井上 吉右衛門 (喜兵衛) 3人4石 長左衛門嫡子 

供徒士 井上 吉右衛門 貞右衛門 3人5石  

5 
無給通 粟屋 与右衛門 － 3人3石1斗  

大組 粟屋 与右衛門 (市左衛門) 41石6斗 八左衛門嫡子 浦組 

6 
大組 林 喜左衛門 － ○ 283石余 宍道組 

中船頭 林 喜左衛門 佐左衛門 3人8石  

7 
大組 中村 弥次郎 弥二右衛門 50石 七郎左衛門嫡子 梨羽組 

無給通 中村 弥次郎 (一平)○ 3人2石4斗 彦兵衛嫡子 

8 
大組 飯田 弥五郎 － ○ 143石 七兵衛嫡子  梨羽組 

地徒士 飯田 弥五郎 弥左衛門 4人銀200目  

9 
大組 児玉 勘左衛門 六郎右衛門 66石4斗 児玉組 

細工人 児玉 勘左衛門 半蔵 2人2石4斗 具足師 

10 
大組 中村 仁左衛門 － 61石9斗 扶持方成 

遠近付 中村 仁左衛門 長左衛門 2人1石5斗  

11 
大組 山田 文右衛門 － ○ 161石 扶持方成 

無給通 山田 文右衛門 (長兵衛) 3人3石 市郎兵衛嫡子 

12 
遠近付 中村 平馬 － ○ 5人6石6斗 九左衛門嫡子 

地徒士 中村 平馬 治右衛門 2人銀80目  

13 
無給通 渡辺 弥五郎 － 3人3石6斗  

地徒士 渡辺 弥五郎 源右衛門 3人2石5斗  

14 
三十人通 尾崎 新兵衛 － ○ 3人5石  

小船頭 尾崎 新兵衛 新右衛門 2人6石5斗 里兵衛嫡子 

【典拠】毛利家文庫 52給禄107「分限帳詮議物」、同46「元文4年分限帳」、同81「元文4年無給帳」。 

（註）①禄高の何人は扶持方を示す。②替名の欄には、給禄帳で確認できたもの、すなわち朱筆で記された

ものを示した。－ は「名替」をしていないことを示す。③（  ）で括った名は、「付立」と給禄帳に齟齬

があるため、給禄帳の記載を掲げたものである。「同氏同名」の「付立」を作成した際に基礎とした資料が

異なっていた可能性がある。④○印は、本文で説明するように「名替」にかかる藩の指示を受けて提出した

願書が「分限帳詮儀物」にあることを示す。⑤№4無給通井上喜兵衛は給禄帳の記載。譜録によると、喜兵

衛は山﨑家から養子に入った人物で、その際の仮名が吉右衛門であった。№5大組粟屋市右衛門は給禄帳の

記載。これも譜録によれば、市右衛門の前の仮名が与右衛門であった。№7中村一平も給禄帳の記載。№11

無給通山田文右衛門は市郎兵衛嫡子とあるが、給禄帳には長兵衛と記されており、「付立」作成の際に混乱

があったようだ。№13両「渡辺弥五郎家」はともに給禄帳での通称は弥兵衛となっている。 
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は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
、
武
家
に
生
ま
れ
た
男
子
に
は
、
ま
ず
童
名
（
わ
ら
わ
な
、

幼
名
）
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
元
服
（
成
人
）
す
る
と
、
童
名
を
改

め
て
男
名
（
お
と
な
な
）
が
付
け
ら
れ
た
。
元
服
の
年
齢
は
、
一
般
的
に

は
一
五
歳
だ
が
、
そ
の
家
の
事
情
に
よ
っ
て
幅
が
あ
っ
た
。
童
名
も
男
名

も
、
仮
名
（
け
み
ょ
う
、
通
称
）
と
し
て
日
常
的
に
彼
を
指
す
名
前
と
し

て
通
用
し
た
。
ま
た
元
服
の
際
に
は
、
諱
（
い
み
な
、
実
名
〈
じ
つ
み
ょ
う
〉
）

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
諱
は
忌
む
べ
き
も
の
で
、
通
常
は
名
乗
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。 

仮
名
も
実
名
も
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

元
服
し
た
際
の
男
名
と
実
名
で
生
涯
を
過
ご
す
者
も
い
た
。
な
お
家
臣
の

な
か
に
は
、
隠
居
後
に
剃
髪
し
て
法
名
を
名
乗
る
者
や
、
俳
諧
や
絵
画
な

ど
を
嗜
ん
で
、
俳
号
・
雅
号
な
ど
を
持
つ
者
も
い
た
。 

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
、
名
字
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
関
連
資
料
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も

の
で
あ
る
。 

 

一 

元
文
五
年
の
「
同
氏
同
名
」
問
題 

 現
代
社
会
に
お
い
て
、
同
じ
職
場
や
学
校
の
な
か
に
同
姓
同
名
の
人

物
が
い
た
ら
、
そ
の
人
た
ち
を
区
別
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
、
萩
藩
の
家
臣
団
内
部
で
も
生
じ
て
い
た
。
関
ヶ
原
戦
後
、

毛
利
氏
は
中
国
地
方
八
か
国
か
ら
周
防
・
長
門
二
か
国
に
減
封
と
な
っ
た
。

財
政
難
と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
家
臣
団
の
数
は
、
次
第
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
家
臣
の
兄
弟
を
別
家
と
し
て
取
り
立
て
た
り
、
牢
人
な
ど
を

新
規
に
召
し
抱
え
た
り
す
る
な
ど
、
江
戸
中
期
頃
に
は
総
数
五
六
〇
〇
人

以
上
に
膨
ら
ん
で
い
た
（
１
）

。
こ
の
う
ち
、
名
字
を
名
乗
れ
る
家
臣
の
数

は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
っ
た
。
「
同
氏
」
（
同
称
号
、
同
名
字
）

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て 

河
本 

福
美 
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の
家
も
多
く
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
い
ろ
は
寄
分
限
帳
」
（
２
）

に
よ
る
と
、
井
上
五
五
家
・
粟
屋
五
二
家
の
よ
う
に
五
〇
家
を
超
す
名
字

も
あ
り
、
自
然
と
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
が
起
き
た
よ
う
だ
。
「
同
氏
」

の
家
臣
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
仮
名
が
重
な
る
こ
と
も
当
然
起
き
う
る
。 

萩
藩
で
は
、
知
行
持
ち
の
家
臣
を
分
限
帳
に
、
知
行
を
持
た
な
い
（
無

足
）
家
臣
は
無
給
帳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
禄
高
と
名
前
が
登
載
さ
れ
た
。
以
下
、

分
限
帳
・
無
給
帳
双
方
を
指
す
と
き
は
、
給
禄
帳
と
記
す
。 

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
一
月
、
給
禄
帳
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
際
、
家
臣
本
人
に
加
え
て
嫡
子
の
仮
名
（
通
称
）
も
登
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
名
前
の
数
が
増
え
、
「
同
氏

同
名
」
の
家
臣
の
存
在
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
訂
か

ら
一
年
、
元
文
五
年
の
暮
に
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
家
臣
が
複
数
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
遠
近
方
に
次
の
よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
た
（
３
）

。 

御
家
来
中
数
多
同
氏
同
名
有
之
ニ
付
、
相
改
候
様
ニ
与
被
仰
出
候
付
、

分
限
帳
見
合
、
左
之
通
相
調
差
出
候
処
、
元
文
五
申
十
二
月
十
八
日

及
御
聞
、
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候
様
ニ
と
の
御
事
ニ
而
、

末
国
与
左
衛
門
ゟ
遠
近
方
江
此
付
立
被
相
渡
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
称
号
ノ
同
仮
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
次
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
供
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
左
衛
門
嫡
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
九
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
徒
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
計
一
四
組
、
一
二
組
分
は
省
略
） 

右
分
限
帳
見
合
せ
申
候
分
如
是
御
座
候
、
此
外
ニ
茂
同
称
号
同
仮
名

之
分
可
有
御
座
候
得
共
、
委
細
ニ
讃
談
被
仰
付
候
へ
者
、
一
通
り
御

家
来
中
本
人
・
嫡
子
共
御
役
所
分
限
帳
ニ
而
見
合
、
隠
居
者
之
儀
者

諸
支
配
ゟ
之
付
出
を
取
、
孰
茂
い
ろ
は
寄
ニ
相
調
、
其
上
ニ
而
同
称

号
之
書
寄
せ
を
仕
候
儀
御
座
候
付
而
、
引
し
ら
へ
旁
日
数
懸
り
可
申

様
ニ
奉
存
候
事
（
欠
字
は
省
略
し
た
） 

家
臣
の
な
か
に
「
同
氏
同
名
」
の
者
が
い
る
の
で
精
査
す
る
よ
う
指

示
が
あ
り
、
遠
近
方
が
一
四
組
の
家
臣
を
確
認
し
報
告
を
上
げ
た
。
藩
主

宗
広
は
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、
「
同
称
号
同
名
申
談
、
年
内
名
替
仕
候

様
ニ
と
の
御
事
」
と
、
該
当
の
家
臣
は
相
談
し
て
年
末
ま
で
に
「
名
替
」

を
す
る
よ
う
命
じ
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。 

御
家
来
中
数
多
之
儀
故
、
同
氏
同
名
之
者
有
之
紛
敷
儀
候
条
、
本

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
一
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（
遠
近
方
） 

（
同
） 

表
の
欄
外
に
も
記
し
た
が
、
「
付
立
」
と
給
禄
帳
の
記
載
の
間
に
矛
盾

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
付
立
」
の
仮
名
と
給
禄
帳
の
そ
れ
が
合
致
し
な

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
現
名
の
抹
消
・
「
替
名
」
の

書
入
で
は
な
く
、
本
人
あ
る
い
は
嫡
子
の
「
替
名
」
と
思
し
き
仮
名
が
墨

書
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
当
館
に
残
る
元
文
四
年
十
一
月
改
の

「
給
禄
帳
」
は
、
原
本
で
は
な
く
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。
写

作
成
の
際
に
朱
筆
に
よ
る
訂
正
を
省
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

さ
て
、
一
四
組
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
№
３
の
村
上
喜
兵

衛
と
№
９
の
児
玉
勘
左
衛
門
は
、
双
方
が
「
替
名
」
を
提
出
し
た
。
表
の

「
替
名
」
欄
の
○
印
は
、
藩
の
改
名
指
示
に
対
し
て
願
書
や
届
書
を
提
出

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
№
６
の
大
組
林
喜
左
衛
門
（
宍

道
式
部
組
）
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
「
中
船
頭
」
の
林
が
「
名
替
」
を
し

た
の
で
当
方
は
申
し
出
な
い
と
、
同
組
証
人
林
八
郎
左
衛
門
を
通
じ
て
遠

近
方
へ
次
の
と
お
り
届
け
た
。 

宍
道
式
部
殿
組 

林
喜
左
衛
門 

右
中
船
頭
之
内
ニ
同
氏
同
名
御
座
候
処
、
中
船
頭
林
喜
左
衛
門
名
替

之
儀
申
出
之
由
ニ
付
、
右
喜
左
衛
門
儀
名
替
之
儀
申
出
間
敷
之
通
申

出
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
已
上 

十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

林
八
郎
右
衛
門 

三
戸
与
右
衛
門
殿 

和
智
九
郎
左
衛
門
殿 

右
と
同
様
の
届
書
が
、
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
複
数
記
録
さ
れ
て
い

る
。
№
８
、
№
11
、
№
12
、
№
14
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
家
格
・
筆
並

上
位
の
者
が
提
出
し
て
い
る
。
「
筆
並
」
下
位
の
者
が
「
名
替
」
を
申
請

し
た
の
で
自
身
は
「
替
名
」
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
藩
は
年
末

ま
で
の
同
氏
同
名
の
解
消
を
指
示
し
、
当
事
者
で
相
談
し
て
落
着
し
な
い

場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際
は
家

格
・
筆
並
に
よ
る
忖
度
が
働
い
た
可
能
性
は
あ
る
。 

な
お
、
№
２
手
廻
組
の
佐
々
木
小
左
衛
門
は
、
「
彼
方
儀
ハ
先
頃
病

死
之
由
ニ
御
座
候
、
然
者
世
忰
儀
名
改
候
ニ
ハ
及
間
敷
哉
与
存
候
、
然
共

下
と
し
て
治
定
難
仕
奉
存
候
間
、
此
段
御
物
筋
江
被
仰
伺
、
何
分
御
沙
汰

可
被
下
候
、
已
上
」
と
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
地
徒
士
佐
々
木
九
郎
右

衛
門
が
病
死
し
て
い
る
の
で
、
自
身
の
忰
九
郎
右
衛
門
は
「
名
替
」
を
申

し
出
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
下
」
（
家
臣
）
の
立
場
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
「
御
物
筋
」
（
こ
こ
で
は
遠
近
方
か
）
へ
伺
っ
て
沙
汰
し

て
ほ
し
い
と
、
手
廻
組
証
人
へ
提
出
し
て
い
る
。 

次
の
願
書
は
、
№
７
の
無
給
通
中
村
彦
兵
衛
が
提
出
し
た
も
の
で
先
方

と
協
議
し
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
、
当
時
の
家
臣
の
認
識
を
示
す
も
の
で

興
味
深
い
。 
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（
蔵
元
両
人
役
） 

（
同
） 

 
 
 
 

申
上
候
事 

此
度
同
名
有
之
候
者
ハ
申
談
名
替
仕
候
様
、
尤
相
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、

双
方
名
替
可
仕
之
通
御
内
意
御
座
候
、
中
村
七
郎
左
衛
門
嫡
子
弥
次

郎
私
忰
弥
次
郎
同
名
ニ
而
御
座
候
、
私
家
筋
ハ
元
就
様
御
時
代
御
奉

公
仕
候
中
村
弥
二
郎
家
筋
正
統
ニ
而
、
輝
元
様
迄
御
代
々
之
御
感
状

其
外
御
判
物
数
通
頂
戴
仕
、
今
以
所
持
仕
罷
居
候
、
中
村
七
郎
左
衛

門
家
筋
之
儀
ハ
、
私
先
祖
次
郎
左
衛
門
次
男
九
右
衛
門
新
規
ニ
被
召

仕
候
家
筋
ニ
而
御
座
候
処
ニ
、
先
年
以
来
趣
有
之
一
家
之
因
不
仕
候
、

然
共
此
度
御
内
意
ニ
付
、
七
郎
左
衛
門
江
私
忰
弥
次
郎
相
対
仕
、
先

祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
証
拠
ニ
相
成
候
書
状
等
之
写
仕
、
致
持
参
、

七
郎
左
衛
門
入
披
見
及
相
談
候
之
処
ニ
、
彼
方
ニ
茂
申
伝
有
之
付
来

候
名
之
由
ニ
而
、
内
談
折
相
不
申
候
、
然
者
被
仰
出
候
通
、
双
方
名

替
之
儀
申
出
候
外
無
御
座
通
申
相
候
付
、
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別

紙
を
以
申
上
候
、
右
之
通
先
祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
段
者
申
伝
等

計
ニ
而
ハ
無
御
座
、
右
正
拠
ニ
相
成
候
中
村
七
郎
左
衛
門
家
ゟ
之
書

状
其
外
所
持
仕
居
候
、
此
度
之
儀
ハ
双
方
内
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、
何

連
も
双
方
共
名
替
之
儀
申
出
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
付
奉
得
其
旨
、
名

替
之
御
願
申
上
候
得
共
、
先
祖
名
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名

無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
奉
存
候
間
、
此
段
被
聞
召
上
置
被

下
候
様
ニ
与
奉
存
候
、
已
上 

十
二
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

中
村
彦
兵
衛 

楢
崎
吉
右
衛
門
殿 

山
縣
藤
助
殿 

中
村
彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
（
弥
二
郎
の
表
記
も
あ
る
）
は
、
中
村
七
郎

左
衛
門
の
忰
と
同
名
で
あ
っ
た
た
め
、
話
し
合
い
の
た
め
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
た
。
そ
の
際
、
彦
兵
衛
家
に
伝
わ
る
元
就
か
ら
輝
元
ま
で
代
々

の
感
状
ほ
か
判
物
の
写
を
作
成
し
て
持
参
し
た
。
中
村
彦
兵
衛
家
は
本
家

で
あ
り
、
七
郎
左
衛
門
の
家
筋
は
、
彦
兵
衛
家
の
先
祖
次
郎
左
衛
門
の
次

男
九
左
衛
門
が
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
彦
兵
衛
家
か
ら
す

れ
ば
分
家
筋
に
当
た
る
と
し
た
。
元
来
は
親
類
だ
が
、
「
先
年
以
来
趣
有

之
一
家
之
因
不
仕
候
」
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
は
、
証
拠
物
の
写
を
作
成
し
て
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
て
協
議
し
た
が
、
七
郎
左
衛
門
家
の
方
も
自
分
の
家
に
も
言
い

伝
え
が
あ
り
、
弥
次
郎
の
名
は
家
に
と
っ
て
は
由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
る

と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
内
談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
藩
は
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
解
決
し
な
い
場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
「
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別
紙
を
以
申
上
候
」

と
、
彦
兵
衛
の
忰
も
「
名
替
」
の
届
出
を
し
た
。 

し
か
し
彦
兵
衛
家
側
は
、
弥
次
郎
と
い
う
仮
名
は
「
先
祖
名
之
儀
ニ

御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名
無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
」
と
、
今
後
、
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（
朱
筆
） 

 

「
新
右
衛
門
」 

 

（
朱
筆
） 

人
・
嫡
子
共
ニ
追
々
申
会
せ
相
改
候
様
と
の
御
事 

但
、
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
、
一
方
計
改
候
様
難
仕
面
々
之 

 

儀
ハ
、
双
方
共
先
一
往
相
改
候
様
と
之
御
事 

 
 

元
文
五
申 

 
 
 

十
二
月
十
八
日 

「
双
方
古
来
家
筋
之
名
ニ
而
」
つ
ま
り
双
方
の
家
が
そ
れ
ぞ
れ
由
緒

あ
る
名
前
だ
と
主
張
し
た
場
合
、
一
方
だ
け
改
め
る
の
は
難
し
い
の
で
、

ま
ず
双
方
改
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。 

な
お
、
こ
の
時
点
で
確
認
漏
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
家
臣
本

人
と
嫡
子
に
つ
い
て
は
「
御
役
所
分
限
帳
」
（
遠
近
方
分
限
帳
）
で
確
認

し
、
隠
居
に
つ
い
て
は
「
諸
支
配
」
つ
ま
り
手
廻
組
、
大
組
、
船
手
組
、

寺
社
組
等
々
、
各
組
か
ら
「
付
出
」
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
ろ
は
寄
」

つ
ま
り
イ
ロ
ハ
順
に
名
簿
を
作
成
し
て
調
べ
る
（
「
引
し
ら
へ
」
）
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
作
業
に
は
時
間
を
要
す
る
と
し
て
い
る
。 

遠
近
方
が
管
理
し
た
給
禄
帳
は
「
御
根
帳
」
と
呼
ば
れ
、
形
態
は
横
長

帳
で
あ
る
。
家
臣
の
「
名
替
」
や
異
動
（
加
増
・
減
知
、
組
替
え
な
ど
）

が
あ
る
た
び
に
加
筆
修
正
が
行
わ
れ
、
書
き
込
む
余
白
が
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
別
紙
に
書
い
て
貼
付
し
た
（
４
）

。
こ
の
時
期
、
扶
持
方
成
（
５
）

の
家
臣
が
増
加
し
て
お
り
、
彼
ら
は
「
扶
持
方
成
」
の
部
に
書
き
出
さ
れ

た
。
借
銀
を
返
済
す
る
と
、
元
の
組
か
他
の
組
の
分
限
相
当
の
筆
並
に
戻

さ
れ
た
（
「
扶
持
方
出
」
）
。
「
御
根
帳
」
は
、
改
訂
直
後
の
き
れ
い
な

状
態
か
ら
時
間
の
経
過
と
と
も
に
書
き
込
み
や
付
紙
が
増
え
て
、
丹
念
に

確
認
作
業
し
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
に
確
認
漏
れ
が
入
り
込
む
余
地
が
あ

っ
た
と
推
測
す
る
。
ゆ
え
に
、
「
い
ろ
は
寄
」
の
名
簿
を
作
成
す
る
と
い

う
の
は
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。 

過
去
に
「
同
氏
同
名
」
の
問
題
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
嫡
子
の

名
も
登
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
元
文
四
年
十
一
月
改
の
給
禄
帳
で
は
「
同

氏
同
名
」
の
件
数
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
藩
は
、
「
紛
敷
」

（
ま
ぎ
ら
わ
し
い
）
と
し
て
該
当
の
家
臣
に
「
名
替
」
を
命
じ
た
。 

次
頁
の
表
１
は
、
付
立
に
あ
る
一
四
組
の
家
臣
に
つ
い
て
、
給
禄
帳
で

「
名
替
」
の
状
況
を
確
認
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と

き
、
「
名
替
」
を
し
た
家
臣
の
給
禄
帳
で
の
記
載
は
、
次
の
と
お
り
で
あ 

る
。
朱
筆
で
仮
名
が
抹
消
さ
れ
て
「
替
名
」
が
記
さ
れ
、
そ
し
て
短
く
そ 

の
経
緯
が
記
さ
れ
た
。 

 

「
此
度
同
氏
同
名
双
方
申
談
相
改
候
様
ニ
御
沙
汰
相
成
候
付
、
元
文
五

申
十
二
月
晦
日
名
替
」 

 
 
 
 

 
 

弐
百
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
喜
兵
衛 

 
 
 
 
 

元
文
四
未
六
拾
四
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

嫡
子
弥
二
郎 
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 表１ 萩藩家臣団の同氏同名（元文5年〈1740〉12月） 
№ 組 名字 仮名 替名 禄高 備考 

1 
手廻組 中村 次郎左衛門 － 50石余 膳夫頭 

供徒士 中村 次郎左衛門 小源太 5人5石余  

2 
手廻組 佐々木 九郎右衛門 － ○ 3人5石 小左衛門嫡子 

地徒士 佐々木 九郎右衛門 <病死> 2人5石 嫡子助之進 

3 
大組 村上 喜兵衛 喜三兵衛 63石 根来組 

船手組 村上 喜兵衛 新右衛門 200石  

4 
無給通 井上 吉右衛門 (喜兵衛) 3人4石 長左衛門嫡子 

供徒士 井上 吉右衛門 貞右衛門 3人5石  

5 
無給通 粟屋 与右衛門 － 3人3石1斗  

大組 粟屋 与右衛門 (市左衛門) 41石6斗 八左衛門嫡子 浦組 

6 
大組 林 喜左衛門 － ○ 283石余 宍道組 

中船頭 林 喜左衛門 佐左衛門 3人8石  

7 
大組 中村 弥次郎 弥二右衛門 50石 七郎左衛門嫡子 梨羽組 

無給通 中村 弥次郎 (一平)○ 3人2石4斗 彦兵衛嫡子 

8 
大組 飯田 弥五郎 － ○ 143石 七兵衛嫡子  梨羽組 

地徒士 飯田 弥五郎 弥左衛門 4人銀200目  

9 
大組 児玉 勘左衛門 六郎右衛門 66石4斗 児玉組 

細工人 児玉 勘左衛門 半蔵 2人2石4斗 具足師 

10 
大組 中村 仁左衛門 － 61石9斗 扶持方成 

遠近付 中村 仁左衛門 長左衛門 2人1石5斗  

11 
大組 山田 文右衛門 － ○ 161石 扶持方成 

無給通 山田 文右衛門 (長兵衛) 3人3石 市郎兵衛嫡子 

12 
遠近付 中村 平馬 － ○ 5人6石6斗 九左衛門嫡子 

地徒士 中村 平馬 治右衛門 2人銀80目  

13 
無給通 渡辺 弥五郎 － 3人3石6斗  

地徒士 渡辺 弥五郎 源右衛門 3人2石5斗  

14 
三十人通 尾崎 新兵衛 － ○ 3人5石  

小船頭 尾崎 新兵衛 新右衛門 2人6石5斗 里兵衛嫡子 

【典拠】毛利家文庫 52給禄107「分限帳詮議物」、同46「元文4年分限帳」、同81「元文4年無給帳」。 

（註）①禄高の何人は扶持方を示す。②替名の欄には、給禄帳で確認できたもの、すなわち朱筆で記された

ものを示した。－ は「名替」をしていないことを示す。③（  ）で括った名は、「付立」と給禄帳に齟齬

があるため、給禄帳の記載を掲げたものである。「同氏同名」の「付立」を作成した際に基礎とした資料が

異なっていた可能性がある。④○印は、本文で説明するように「名替」にかかる藩の指示を受けて提出した

願書が「分限帳詮儀物」にあることを示す。⑤№4無給通井上喜兵衛は給禄帳の記載。譜録によると、喜兵

衛は山﨑家から養子に入った人物で、その際の仮名が吉右衛門であった。№5大組粟屋市右衛門は給禄帳の

記載。これも譜録によれば、市右衛門の前の仮名が与右衛門であった。№7中村一平も給禄帳の記載。№11

無給通山田文右衛門は市郎兵衛嫡子とあるが、給禄帳には長兵衛と記されており、「付立」作成の際に混乱

があったようだ。№13両「渡辺弥五郎家」はともに給禄帳での通称は弥兵衛となっている。 

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
二
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（
遠
近
方
） 

（
同
） 
表
の
欄
外
に
も
記
し
た
が
、
「
付
立
」
と
給
禄
帳
の
記
載
の
間
に
矛
盾

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
付
立
」
の
仮
名
と
給
禄
帳
の
そ
れ
が
合
致
し
な

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
現
名
の
抹
消
・
「
替
名
」
の

書
入
で
は
な
く
、
本
人
あ
る
い
は
嫡
子
の
「
替
名
」
と
思
し
き
仮
名
が
墨

書
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
当
館
に
残
る
元
文
四
年
十
一
月
改
の

「
給
禄
帳
」
は
、
原
本
で
は
な
く
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。
写

作
成
の
際
に
朱
筆
に
よ
る
訂
正
を
省
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

さ
て
、
一
四
組
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
№
３
の
村
上
喜
兵

衛
と
№
９
の
児
玉
勘
左
衛
門
は
、
双
方
が
「
替
名
」
を
提
出
し
た
。
表
の

「
替
名
」
欄
の
○
印
は
、
藩
の
改
名
指
示
に
対
し
て
願
書
や
届
書
を
提
出

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
№
６
の
大
組
林
喜
左
衛
門
（
宍

道
式
部
組
）
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
「
中
船
頭
」
の
林
が
「
名
替
」
を
し

た
の
で
当
方
は
申
し
出
な
い
と
、
同
組
証
人
林
八
郎
左
衛
門
を
通
じ
て
遠

近
方
へ
次
の
と
お
り
届
け
た
。 

宍
道
式
部
殿
組 

林
喜
左
衛
門 

右
中
船
頭
之
内
ニ
同
氏
同
名
御
座
候
処
、
中
船
頭
林
喜
左
衛
門
名
替

之
儀
申
出
之
由
ニ
付
、
右
喜
左
衛
門
儀
名
替
之
儀
申
出
間
敷
之
通
申

出
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
已
上 

十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

林
八
郎
右
衛
門 

三
戸
与
右
衛
門
殿 

和
智
九
郎
左
衛
門
殿 

右
と
同
様
の
届
書
が
、
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
複
数
記
録
さ
れ
て
い

る
。
№
８
、
№
11
、
№
12
、
№
14
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
家
格
・
筆
並

上
位
の
者
が
提
出
し
て
い
る
。
「
筆
並
」
下
位
の
者
が
「
名
替
」
を
申
請

し
た
の
で
自
身
は
「
替
名
」
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
藩
は
年
末

ま
で
の
同
氏
同
名
の
解
消
を
指
示
し
、
当
事
者
で
相
談
し
て
落
着
し
な
い

場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際
は
家

格
・
筆
並
に
よ
る
忖
度
が
働
い
た
可
能
性
は
あ
る
。 

な
お
、
№
２
手
廻
組
の
佐
々
木
小
左
衛
門
は
、
「
彼
方
儀
ハ
先
頃
病

死
之
由
ニ
御
座
候
、
然
者
世
忰
儀
名
改
候
ニ
ハ
及
間
敷
哉
与
存
候
、
然
共

下
と
し
て
治
定
難
仕
奉
存
候
間
、
此
段
御
物
筋
江
被
仰
伺
、
何
分
御
沙
汰

可
被
下
候
、
已
上
」
と
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
地
徒
士
佐
々
木
九
郎
右

衛
門
が
病
死
し
て
い
る
の
で
、
自
身
の
忰
九
郎
右
衛
門
は
「
名
替
」
を
申

し
出
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
下
」
（
家
臣
）
の
立
場
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
「
御
物
筋
」
（
こ
こ
で
は
遠
近
方
か
）
へ
伺
っ
て
沙
汰
し

て
ほ
し
い
と
、
手
廻
組
証
人
へ
提
出
し
て
い
る
。 

次
の
願
書
は
、
№
７
の
無
給
通
中
村
彦
兵
衛
が
提
出
し
た
も
の
で
先
方

と
協
議
し
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
、
当
時
の
家
臣
の
認
識
を
示
す
も
の
で

興
味
深
い
。 
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（
蔵
元
両
人
役
） 

（
同
） 

 
 
 
 

申
上
候
事 

此
度
同
名
有
之
候
者
ハ
申
談
名
替
仕
候
様
、
尤
相
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、

双
方
名
替
可
仕
之
通
御
内
意
御
座
候
、
中
村
七
郎
左
衛
門
嫡
子
弥
次

郎
私
忰
弥
次
郎
同
名
ニ
而
御
座
候
、
私
家
筋
ハ
元
就
様
御
時
代
御
奉

公
仕
候
中
村
弥
二
郎
家
筋
正
統
ニ
而
、
輝
元
様
迄
御
代
々
之
御
感
状

其
外
御
判
物
数
通
頂
戴
仕
、
今
以
所
持
仕
罷
居
候
、
中
村
七
郎
左
衛

門
家
筋
之
儀
ハ
、
私
先
祖
次
郎
左
衛
門
次
男
九
右
衛
門
新
規
ニ
被
召

仕
候
家
筋
ニ
而
御
座
候
処
ニ
、
先
年
以
来
趣
有
之
一
家
之
因
不
仕
候
、

然
共
此
度
御
内
意
ニ
付
、
七
郎
左
衛
門
江
私
忰
弥
次
郎
相
対
仕
、
先

祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
証
拠
ニ
相
成
候
書
状
等
之
写
仕
、
致
持
参
、

七
郎
左
衛
門
入
披
見
及
相
談
候
之
処
ニ
、
彼
方
ニ
茂
申
伝
有
之
付
来

候
名
之
由
ニ
而
、
内
談
折
相
不
申
候
、
然
者
被
仰
出
候
通
、
双
方
名

替
之
儀
申
出
候
外
無
御
座
通
申
相
候
付
、
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別

紙
を
以
申
上
候
、
右
之
通
先
祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
段
者
申
伝
等

計
ニ
而
ハ
無
御
座
、
右
正
拠
ニ
相
成
候
中
村
七
郎
左
衛
門
家
ゟ
之
書

状
其
外
所
持
仕
居
候
、
此
度
之
儀
ハ
双
方
内
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、
何

連
も
双
方
共
名
替
之
儀
申
出
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
付
奉
得
其
旨
、
名

替
之
御
願
申
上
候
得
共
、
先
祖
名
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名

無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
奉
存
候
間
、
此
段
被
聞
召
上
置
被

下
候
様
ニ
与
奉
存
候
、
已
上 

十
二
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

中
村
彦
兵
衛 

楢
崎
吉
右
衛
門
殿 

山
縣
藤
助
殿 

中
村
彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
（
弥
二
郎
の
表
記
も
あ
る
）
は
、
中
村
七
郎

左
衛
門
の
忰
と
同
名
で
あ
っ
た
た
め
、
話
し
合
い
の
た
め
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
た
。
そ
の
際
、
彦
兵
衛
家
に
伝
わ
る
元
就
か
ら
輝
元
ま
で
代
々

の
感
状
ほ
か
判
物
の
写
を
作
成
し
て
持
参
し
た
。
中
村
彦
兵
衛
家
は
本
家

で
あ
り
、
七
郎
左
衛
門
の
家
筋
は
、
彦
兵
衛
家
の
先
祖
次
郎
左
衛
門
の
次

男
九
左
衛
門
が
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
彦
兵
衛
家
か
ら
す

れ
ば
分
家
筋
に
当
た
る
と
し
た
。
元
来
は
親
類
だ
が
、
「
先
年
以
来
趣
有

之
一
家
之
因
不
仕
候
」
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
は
、
証
拠
物
の
写
を
作
成
し
て
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
て
協
議
し
た
が
、
七
郎
左
衛
門
家
の
方
も
自
分
の
家
に
も
言
い

伝
え
が
あ
り
、
弥
次
郎
の
名
は
家
に
と
っ
て
は
由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
る

と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
内
談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
藩
は
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
解
決
し
な
い
場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
「
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別
紙
を
以
申
上
候
」

と
、
彦
兵
衛
の
忰
も
「
名
替
」
の
届
出
を
し
た
。 

し
か
し
彦
兵
衛
家
側
は
、
弥
次
郎
と
い
う
仮
名
は
「
先
祖
名
之
儀
ニ

御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名
無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
」
と
、
今
後
、

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
三
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同
名
が
な
く
「
弥
次
郎
」
を
名
乗
れ
る
時
が
来
た
場
合
は
、
彦
兵
衛
家
の

由
緒
あ
る
名
前
な
の
で
名
乗
り
た
い
と
藩
に
願
い
出
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
（
通
称
）
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
本
人
は
勿
論
、

家
族
に
も
強
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
中
村
彦
兵
衛
の
よ
う
な
感
覚

は
、
多
く
の
家
臣
が
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
上
か
ら

の
指
示
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
無
給
帳
の
記
載
は
、
中
村
彦
兵
衛
の
左
傍
に
「
嫡
子
一
平
」

と
墨
書
さ
れ
て
、
弥
次
郎
の
名
は
見
え
な
い
。
弥
次
郎
の
名
を
朱
消
し
て
、

一
平
の
朱
書
き
が
あ
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
の
だ
が
。
付
立
が
作
成
さ
れ
た
と

き
、
嫡
子
の
名
は
「
弥
次
郎
」
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
伝
わ
る
資
料
の
有
り

様
か
ら
は
、
無
給
帳
の
写
を
作
成
す
る
段
階
で
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た

も
の
と
推
定
し
て
お
く
。 

な
お
、
№
１
、
№
10
、
№
13
は
、
給
禄
帳
の
記
載
ど
お
り
で
同
氏
同

名
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
〇
印
を
付
し
た
家
臣
の
よ
う
に
片
方
だ
け
が

「
名
替
」
を
し
て
い
る
。
№
４
は
、
供
徒
士
の
井
上
が
貞
右
衛
門
と
「
名

替
」
し
た
こ
と
が
確
認
出
る
。
無
給
通
の
井
上
の
方
は
無
給
帳
で
喜
兵
衛

と
あ
る
。
№
５
の
大
組
粟
屋
の
嫡
子
の
名
は
、
分
限
帳
に
は
市
左
衛
門
と

あ
る
。
同
家
の
譜
録
を
確
認
す
る
と
市
左
衛
門
の
前
に
与
右
衛
門
と
称
し

て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
無
給
通
の
粟
屋
の
「
名
替
」
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。
両
粟
屋
の
場
合
は
、
ほ
か
の
事
例
と
異
な
っ
て
、
筆
並

が
上
の
家
臣
の
方
が
「
名
替
」
を
し
て
い
た
。 

 
 

 

二 

家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
と
萩
藩
主 

 

関
ヶ
原
戦
後
、
毛
利
家
で
は
、
輝
元
が
隠
居
し
宗
瑞
を
名
乗
っ
た
。

翌
年
、
幼
少
の
秀
就
は
、
親
と
離
れ
て
江
戸
に
赴
き
証
人
と
し
て
在
府
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
輝
元
は
表
向
き
隠
居
し
た
も
の
の
、
毛
利
一
門
ほ
か

重
臣
と
と
も
に
初
期
の
萩
藩
政
を
動
か
し
、
初
代
藩
主
で
あ
る
秀
就
を
支

え
て
い
た
。 

輝
元
は
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
接
点
を
持
ち
、
家
臣
の
元
服
に
あ
た

っ
て
は
「
加
冠
状
」
を
発
給
し
、
諱
の
一
字
「
元
」
（
偏
諱
）
を
与
え
て

い
た
。
家
中
す
べ
て
は
網
羅
し
て
い
な
い
も
の
の
、
享
保
期
に
編
纂
さ
れ

た
「
閥
閲
録
」
を
見
れ
ば
、
下
級
の
家
臣
に
対
し
て
も
か
な
り
広
汎
に

「
加
冠
状
」
「
一
字
書
出
」
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
６
）

。
こ

の
ほ
か
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書
出
」
「
受
領
書
出
」
を
発
給
し
て
、
家

臣
の
仮
名
も
与
え
て
い
た
。
父
輝
元
と
同
様
に
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一

一
）
十
二
月
に
初
入
国
し
た
秀
就
も
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
自
身
の
下
字

で
あ
る
「
就
」
の
一
字
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
判
物
も
同
様
で
あ
っ

た
（
７
）

。
「
元
」
や
「
就
」
の
一
字
を
拝
領
し
た
家
臣
た
ち
は
、
例
え
ば
、

元
通
・
元
時
、
就
通
・
就
時
等
々
と
自
身
の
実
名
に
用
い
た
。 
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家
臣
の
側
で
は
、
拝
領
し
た
判
物
を
「
名
替
之
御
判
物
」
な
ど
と
呼
ん

で
有
り
難
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
組
井
上
五
左
衛
門
家
で
は
、
提

出
し
た
譜
録
（
８
）

の
伝
書
に
「
元
和
五
十
一
月
廿
日
名
替
之
御
判
物
、
秀

就
公
ゟ
被
下
置
候
事
」
と
記
し
、
仮
名
書
出
（「
任 

半
左
衛
門
尉
」）
を

「
御
書
御
判
物
写
」
に
写
し
て
提
出
し
た
。 

ち
な
み
に
家
督
相
続
に
関
す
る
安
堵
状
（
書
止
文
言
が
「
仍
而
一
行
如

件
」
、
い
わ
ゆ
る
一
行
状
）
は
、
関
ヶ
原
戦
後
も
輝
元
が
発
給
し
て
い
た

が
、
秀
就
初
入
国
の
頃
に
は
、
輝
元
・
秀
就
が
連
署
し
た
も
の
も
現
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
家
臣
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

親
族
に
と
っ
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
誉
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

輝
元
・
秀
就
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
名
（
諱
）
の
下
字
（
元
・
就
）

を
幅
広
く
家
臣
へ
与
え
て
い
た
（
「
一
字
書
出
」
）
。
ま
た
仮
名
（
通
称
）

に
つ
い
て
も
、
仮
名
書
出
・
官
途
書
出
・
受
領
書
出
を
発
給
し
て
い
た
。

仮
名
・
実
名
と
も
に
幅
広
く
家
臣
に
対
し
て
命
名
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
表
現
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
秀
就
が
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
正
月
に
他
界
し
て
幼
少

の
綱
広
が
後
継
と
な
る
と
、
様
相
が
一
変
す
る
。
先
に
掲
げ
た
判
物
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
表
２
は
、
「
閥
閲
録
」
に
収
録

さ
れ
た
毛
利
綱
広
の
判
物
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
綱
広
が
家
督
を

継
い
で
間
も
な
い
承
応
年
間
に
は
、
数
人
の
家
臣
へ
「
官
途
書
出
」
が
発

給
さ
れ
た
が
、
綱
広
の
判
断
・
意
思
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習

に
従
っ
て
一
門
を
中
心
と
し
た
加
判
衆
の
判
断
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

ま
た
家
臣
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
藩
主
が
発
給
し
て
い
た
、
安
堵

状
も
姿
を
消
し
た
。
判
物
と
し
て
は
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
門
八

家
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、
藩
主
が
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
対
し
て
書

状
（
直
書
〈
内
書
〉
）
を
発
給
し
た
。
そ
の
際
、
加
判
衆
連
署
奉
書
も
当

該
の
家
に
発
給
さ
れ
た
。
寄
組
以
下
の
家
臣
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、

加
判
衆
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
秀
就
ま
で
発
給
さ
れ
た

判
物
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
綱
広
の
代
に
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
幅
広
い
階
層
の
家
臣
に
発
給
さ
れ
た
判
物
は
、
ほ
ぼ
姿
を

消
し
た
の
で
あ
る
。 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
書
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
９
）

。 

一
御
当
代
御
家
来
江
御
字
未
被
遣
候
付
、
各
相
談
之
上
、
達
上
聞
候

之
処
、
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
へ
ハ
、
御
字
拝
領
被
仰
付
、
其

外
之
衆
へ
ハ
追
而
可
被
仰
出
之
旨
候
之
間
、
御
留
守
居
中
被
仰
談
、

い
つ
れ
役
人
被
相
定
、
其
沙
汰
被
仰
付
筈
ニ
候
事 

「
御
当
代
」
つ
ま
り
毛
利
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
「
御
字
」
（
一
字
、

偏
諱
、
こ
の
場
合
は
綱
広
の
広
）
が
遣
わ
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
加
判
衆
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
殿
様
へ
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
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（
遠
近
方
） 

（
同
） 

表
の
欄
外
に
も
記
し
た
が
、
「
付
立
」
と
給
禄
帳
の
記
載
の
間
に
矛
盾

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
付
立
」
の
仮
名
と
給
禄
帳
の
そ
れ
が
合
致
し
な

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
現
名
の
抹
消
・
「
替
名
」
の

書
入
で
は
な
く
、
本
人
あ
る
い
は
嫡
子
の
「
替
名
」
と
思
し
き
仮
名
が
墨

書
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
当
館
に
残
る
元
文
四
年
十
一
月
改
の

「
給
禄
帳
」
は
、
原
本
で
は
な
く
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。
写

作
成
の
際
に
朱
筆
に
よ
る
訂
正
を
省
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

さ
て
、
一
四
組
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
№
３
の
村
上
喜
兵

衛
と
№
９
の
児
玉
勘
左
衛
門
は
、
双
方
が
「
替
名
」
を
提
出
し
た
。
表
の

「
替
名
」
欄
の
○
印
は
、
藩
の
改
名
指
示
に
対
し
て
願
書
や
届
書
を
提
出

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
№
６
の
大
組
林
喜
左
衛
門
（
宍

道
式
部
組
）
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
「
中
船
頭
」
の
林
が
「
名
替
」
を
し

た
の
で
当
方
は
申
し
出
な
い
と
、
同
組
証
人
林
八
郎
左
衛
門
を
通
じ
て
遠

近
方
へ
次
の
と
お
り
届
け
た
。 

宍
道
式
部
殿
組 

林
喜
左
衛
門 

右
中
船
頭
之
内
ニ
同
氏
同
名
御
座
候
処
、
中
船
頭
林
喜
左
衛
門
名
替

之
儀
申
出
之
由
ニ
付
、
右
喜
左
衛
門
儀
名
替
之
儀
申
出
間
敷
之
通
申

出
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
已
上 

十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

林
八
郎
右
衛
門 

三
戸
与
右
衛
門
殿 

和
智
九
郎
左
衛
門
殿 

右
と
同
様
の
届
書
が
、
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
複
数
記
録
さ
れ
て
い

る
。
№
８
、
№
11
、
№
12
、
№
14
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
家
格
・
筆
並

上
位
の
者
が
提
出
し
て
い
る
。
「
筆
並
」
下
位
の
者
が
「
名
替
」
を
申
請

し
た
の
で
自
身
は
「
替
名
」
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
藩
は
年
末

ま
で
の
同
氏
同
名
の
解
消
を
指
示
し
、
当
事
者
で
相
談
し
て
落
着
し
な
い

場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際
は
家

格
・
筆
並
に
よ
る
忖
度
が
働
い
た
可
能
性
は
あ
る
。 

な
お
、
№
２
手
廻
組
の
佐
々
木
小
左
衛
門
は
、
「
彼
方
儀
ハ
先
頃
病

死
之
由
ニ
御
座
候
、
然
者
世
忰
儀
名
改
候
ニ
ハ
及
間
敷
哉
与
存
候
、
然
共

下
と
し
て
治
定
難
仕
奉
存
候
間
、
此
段
御
物
筋
江
被
仰
伺
、
何
分
御
沙
汰

可
被
下
候
、
已
上
」
と
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
地
徒
士
佐
々
木
九
郎
右

衛
門
が
病
死
し
て
い
る
の
で
、
自
身
の
忰
九
郎
右
衛
門
は
「
名
替
」
を
申

し
出
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
下
」
（
家
臣
）
の
立
場
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
「
御
物
筋
」
（
こ
こ
で
は
遠
近
方
か
）
へ
伺
っ
て
沙
汰
し

て
ほ
し
い
と
、
手
廻
組
証
人
へ
提
出
し
て
い
る
。 

次
の
願
書
は
、
№
７
の
無
給
通
中
村
彦
兵
衛
が
提
出
し
た
も
の
で
先
方

と
協
議
し
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
、
当
時
の
家
臣
の
認
識
を
示
す
も
の
で

興
味
深
い
。 
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（
蔵
元
両
人
役
） 

（
同
） 

 
 
 
 

申
上
候
事 

此
度
同
名
有
之
候
者
ハ
申
談
名
替
仕
候
様
、
尤
相
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、

双
方
名
替
可
仕
之
通
御
内
意
御
座
候
、
中
村
七
郎
左
衛
門
嫡
子
弥
次

郎
私
忰
弥
次
郎
同
名
ニ
而
御
座
候
、
私
家
筋
ハ
元
就
様
御
時
代
御
奉

公
仕
候
中
村
弥
二
郎
家
筋
正
統
ニ
而
、
輝
元
様
迄
御
代
々
之
御
感
状

其
外
御
判
物
数
通
頂
戴
仕
、
今
以
所
持
仕
罷
居
候
、
中
村
七
郎
左
衛

門
家
筋
之
儀
ハ
、
私
先
祖
次
郎
左
衛
門
次
男
九
右
衛
門
新
規
ニ
被
召

仕
候
家
筋
ニ
而
御
座
候
処
ニ
、
先
年
以
来
趣
有
之
一
家
之
因
不
仕
候
、

然
共
此
度
御
内
意
ニ
付
、
七
郎
左
衛
門
江
私
忰
弥
次
郎
相
対
仕
、
先

祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
証
拠
ニ
相
成
候
書
状
等
之
写
仕
、
致
持
参
、

七
郎
左
衛
門
入
披
見
及
相
談
候
之
処
ニ
、
彼
方
ニ
茂
申
伝
有
之
付
来

候
名
之
由
ニ
而
、
内
談
折
相
不
申
候
、
然
者
被
仰
出
候
通
、
双
方
名

替
之
儀
申
出
候
外
無
御
座
通
申
相
候
付
、
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別

紙
を
以
申
上
候
、
右
之
通
先
祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
段
者
申
伝
等

計
ニ
而
ハ
無
御
座
、
右
正
拠
ニ
相
成
候
中
村
七
郎
左
衛
門
家
ゟ
之
書

状
其
外
所
持
仕
居
候
、
此
度
之
儀
ハ
双
方
内
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、
何

連
も
双
方
共
名
替
之
儀
申
出
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
付
奉
得
其
旨
、
名

替
之
御
願
申
上
候
得
共
、
先
祖
名
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名

無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
奉
存
候
間
、
此
段
被
聞
召
上
置
被

下
候
様
ニ
与
奉
存
候
、
已
上 

十
二
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

中
村
彦
兵
衛 

楢
崎
吉
右
衛
門
殿 

山
縣
藤
助
殿 

中
村
彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
（
弥
二
郎
の
表
記
も
あ
る
）
は
、
中
村
七
郎

左
衛
門
の
忰
と
同
名
で
あ
っ
た
た
め
、
話
し
合
い
の
た
め
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
た
。
そ
の
際
、
彦
兵
衛
家
に
伝
わ
る
元
就
か
ら
輝
元
ま
で
代
々

の
感
状
ほ
か
判
物
の
写
を
作
成
し
て
持
参
し
た
。
中
村
彦
兵
衛
家
は
本
家

で
あ
り
、
七
郎
左
衛
門
の
家
筋
は
、
彦
兵
衛
家
の
先
祖
次
郎
左
衛
門
の
次

男
九
左
衛
門
が
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
彦
兵
衛
家
か
ら
す

れ
ば
分
家
筋
に
当
た
る
と
し
た
。
元
来
は
親
類
だ
が
、
「
先
年
以
来
趣
有

之
一
家
之
因
不
仕
候
」
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
は
、
証
拠
物
の
写
を
作
成
し
て
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
て
協
議
し
た
が
、
七
郎
左
衛
門
家
の
方
も
自
分
の
家
に
も
言
い

伝
え
が
あ
り
、
弥
次
郎
の
名
は
家
に
と
っ
て
は
由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
る

と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
内
談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
藩
は
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
解
決
し
な
い
場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
「
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別
紙
を
以
申
上
候
」

と
、
彦
兵
衛
の
忰
も
「
名
替
」
の
届
出
を
し
た
。 

し
か
し
彦
兵
衛
家
側
は
、
弥
次
郎
と
い
う
仮
名
は
「
先
祖
名
之
儀
ニ

御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名
無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
」
と
、
今
後
、

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
四
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同
名
が
な
く
「
弥
次
郎
」
を
名
乗
れ
る
時
が
来
た
場
合
は
、
彦
兵
衛
家
の

由
緒
あ
る
名
前
な
の
で
名
乗
り
た
い
と
藩
に
願
い
出
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
（
通
称
）
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
本
人
は
勿
論
、

家
族
に
も
強
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
中
村
彦
兵
衛
の
よ
う
な
感
覚

は
、
多
く
の
家
臣
が
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
上
か
ら

の
指
示
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
無
給
帳
の
記
載
は
、
中
村
彦
兵
衛
の
左
傍
に
「
嫡
子
一
平
」

と
墨
書
さ
れ
て
、
弥
次
郎
の
名
は
見
え
な
い
。
弥
次
郎
の
名
を
朱
消
し
て
、

一
平
の
朱
書
き
が
あ
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
の
だ
が
。
付
立
が
作
成
さ
れ
た
と

き
、
嫡
子
の
名
は
「
弥
次
郎
」
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
伝
わ
る
資
料
の
有
り

様
か
ら
は
、
無
給
帳
の
写
を
作
成
す
る
段
階
で
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た

も
の
と
推
定
し
て
お
く
。 

な
お
、
№
１
、
№
10
、
№
13
は
、
給
禄
帳
の
記
載
ど
お
り
で
同
氏
同

名
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
〇
印
を
付
し
た
家
臣
の
よ
う
に
片
方
だ
け
が

「
名
替
」
を
し
て
い
る
。
№
４
は
、
供
徒
士
の
井
上
が
貞
右
衛
門
と
「
名

替
」
し
た
こ
と
が
確
認
出
る
。
無
給
通
の
井
上
の
方
は
無
給
帳
で
喜
兵
衛

と
あ
る
。
№
５
の
大
組
粟
屋
の
嫡
子
の
名
は
、
分
限
帳
に
は
市
左
衛
門
と

あ
る
。
同
家
の
譜
録
を
確
認
す
る
と
市
左
衛
門
の
前
に
与
右
衛
門
と
称
し

て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
無
給
通
の
粟
屋
の
「
名
替
」
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。
両
粟
屋
の
場
合
は
、
ほ
か
の
事
例
と
異
な
っ
て
、
筆
並

が
上
の
家
臣
の
方
が
「
名
替
」
を
し
て
い
た
。 

 
 

 

二 

家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
と
萩
藩
主 

 

関
ヶ
原
戦
後
、
毛
利
家
で
は
、
輝
元
が
隠
居
し
宗
瑞
を
名
乗
っ
た
。

翌
年
、
幼
少
の
秀
就
は
、
親
と
離
れ
て
江
戸
に
赴
き
証
人
と
し
て
在
府
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
輝
元
は
表
向
き
隠
居
し
た
も
の
の
、
毛
利
一
門
ほ
か

重
臣
と
と
も
に
初
期
の
萩
藩
政
を
動
か
し
、
初
代
藩
主
で
あ
る
秀
就
を
支

え
て
い
た
。 

輝
元
は
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
接
点
を
持
ち
、
家
臣
の
元
服
に
あ
た

っ
て
は
「
加
冠
状
」
を
発
給
し
、
諱
の
一
字
「
元
」
（
偏
諱
）
を
与
え
て

い
た
。
家
中
す
べ
て
は
網
羅
し
て
い
な
い
も
の
の
、
享
保
期
に
編
纂
さ
れ

た
「
閥
閲
録
」
を
見
れ
ば
、
下
級
の
家
臣
に
対
し
て
も
か
な
り
広
汎
に

「
加
冠
状
」
「
一
字
書
出
」
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
６
）

。
こ

の
ほ
か
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書
出
」
「
受
領
書
出
」
を
発
給
し
て
、
家

臣
の
仮
名
も
与
え
て
い
た
。
父
輝
元
と
同
様
に
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一

一
）
十
二
月
に
初
入
国
し
た
秀
就
も
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
自
身
の
下
字

で
あ
る
「
就
」
の
一
字
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
判
物
も
同
様
で
あ
っ

た
（
７
）

。
「
元
」
や
「
就
」
の
一
字
を
拝
領
し
た
家
臣
た
ち
は
、
例
え
ば
、

元
通
・
元
時
、
就
通
・
就
時
等
々
と
自
身
の
実
名
に
用
い
た
。 
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家
臣
の
側
で
は
、
拝
領
し
た
判
物
を
「
名
替
之
御
判
物
」
な
ど
と
呼
ん

で
有
り
難
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
組
井
上
五
左
衛
門
家
で
は
、
提

出
し
た
譜
録
（
８
）

の
伝
書
に
「
元
和
五
十
一
月
廿
日
名
替
之
御
判
物
、
秀

就
公
ゟ
被
下
置
候
事
」
と
記
し
、
仮
名
書
出
（「
任 

半
左
衛
門
尉
」）
を

「
御
書
御
判
物
写
」
に
写
し
て
提
出
し
た
。 

ち
な
み
に
家
督
相
続
に
関
す
る
安
堵
状
（
書
止
文
言
が
「
仍
而
一
行
如

件
」
、
い
わ
ゆ
る
一
行
状
）
は
、
関
ヶ
原
戦
後
も
輝
元
が
発
給
し
て
い
た

が
、
秀
就
初
入
国
の
頃
に
は
、
輝
元
・
秀
就
が
連
署
し
た
も
の
も
現
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
家
臣
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

親
族
に
と
っ
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
誉
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

輝
元
・
秀
就
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
名
（
諱
）
の
下
字
（
元
・
就
）

を
幅
広
く
家
臣
へ
与
え
て
い
た
（
「
一
字
書
出
」
）
。
ま
た
仮
名
（
通
称
）

に
つ
い
て
も
、
仮
名
書
出
・
官
途
書
出
・
受
領
書
出
を
発
給
し
て
い
た
。

仮
名
・
実
名
と
も
に
幅
広
く
家
臣
に
対
し
て
命
名
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
表
現
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
秀
就
が
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
正
月
に
他
界
し
て
幼
少

の
綱
広
が
後
継
と
な
る
と
、
様
相
が
一
変
す
る
。
先
に
掲
げ
た
判
物
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
表
２
は
、
「
閥
閲
録
」
に
収
録

さ
れ
た
毛
利
綱
広
の
判
物
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
綱
広
が
家
督
を

継
い
で
間
も
な
い
承
応
年
間
に
は
、
数
人
の
家
臣
へ
「
官
途
書
出
」
が
発

給
さ
れ
た
が
、
綱
広
の
判
断
・
意
思
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習

に
従
っ
て
一
門
を
中
心
と
し
た
加
判
衆
の
判
断
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

ま
た
家
臣
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
藩
主
が
発
給
し
て
い
た
、
安
堵

状
も
姿
を
消
し
た
。
判
物
と
し
て
は
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
門
八

家
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、
藩
主
が
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
対
し
て
書

状
（
直
書
〈
内
書
〉
）
を
発
給
し
た
。
そ
の
際
、
加
判
衆
連
署
奉
書
も
当

該
の
家
に
発
給
さ
れ
た
。
寄
組
以
下
の
家
臣
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、

加
判
衆
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
秀
就
ま
で
発
給
さ
れ
た

判
物
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
綱
広
の
代
に
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
幅
広
い
階
層
の
家
臣
に
発
給
さ
れ
た
判
物
は
、
ほ
ぼ
姿
を

消
し
た
の
で
あ
る
。 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
書
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
９
）

。 

一
御
当
代
御
家
来
江
御
字
未
被
遣
候
付
、
各
相
談
之
上
、
達
上
聞
候

之
処
、
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
へ
ハ
、
御
字
拝
領
被
仰
付
、
其

外
之
衆
へ
ハ
追
而
可
被
仰
出
之
旨
候
之
間
、
御
留
守
居
中
被
仰
談
、

い
つ
れ
役
人
被
相
定
、
其
沙
汰
被
仰
付
筈
ニ
候
事 

「
御
当
代
」
つ
ま
り
毛
利
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
「
御
字
」
（
一
字
、

偏
諱
、
こ
の
場
合
は
綱
広
の
広
）
が
遣
わ
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
加
判
衆
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
殿
様
へ
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
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（
遠
近
方
） 

（
同
） 

表
の
欄
外
に
も
記
し
た
が
、
「
付
立
」
と
給
禄
帳
の
記
載
の
間
に
矛
盾

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
付
立
」
の
仮
名
と
給
禄
帳
の
そ
れ
が
合
致
し
な

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
筆
に
よ
る
現
名
の
抹
消
・
「
替
名
」
の

書
入
で
は
な
く
、
本
人
あ
る
い
は
嫡
子
の
「
替
名
」
と
思
し
き
仮
名
が
墨

書
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
当
館
に
残
る
元
文
四
年
十
一
月
改
の

「
給
禄
帳
」
は
、
原
本
で
は
な
く
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。
写

作
成
の
際
に
朱
筆
に
よ
る
訂
正
を
省
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

さ
て
、
一
四
組
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
№
３
の
村
上
喜
兵

衛
と
№
９
の
児
玉
勘
左
衛
門
は
、
双
方
が
「
替
名
」
を
提
出
し
た
。
表
の

「
替
名
」
欄
の
○
印
は
、
藩
の
改
名
指
示
に
対
し
て
願
書
や
届
書
を
提
出

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
№
６
の
大
組
林
喜
左
衛
門
（
宍

道
式
部
組
）
は
、
「
同
氏
同
名
」
の
「
中
船
頭
」
の
林
が
「
名
替
」
を
し

た
の
で
当
方
は
申
し
出
な
い
と
、
同
組
証
人
林
八
郎
左
衛
門
を
通
じ
て
遠

近
方
へ
次
の
と
お
り
届
け
た
。 

宍
道
式
部
殿
組 

林
喜
左
衛
門 

右
中
船
頭
之
内
ニ
同
氏
同
名
御
座
候
処
、
中
船
頭
林
喜
左
衛
門
名
替

之
儀
申
出
之
由
ニ
付
、
右
喜
左
衛
門
儀
名
替
之
儀
申
出
間
敷
之
通
申

出
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
已
上 

十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

林
八
郎
右
衛
門 

三
戸
与
右
衛
門
殿 

和
智
九
郎
左
衛
門
殿 

右
と
同
様
の
届
書
が
、
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
複
数
記
録
さ
れ
て
い

る
。
№
８
、
№
11
、
№
12
、
№
14
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
家
格
・
筆
並

上
位
の
者
が
提
出
し
て
い
る
。
「
筆
並
」
下
位
の
者
が
「
名
替
」
を
申
請

し
た
の
で
自
身
は
「
替
名
」
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
藩
は
年
末

ま
で
の
同
氏
同
名
の
解
消
を
指
示
し
、
当
事
者
で
相
談
し
て
落
着
し
な
い

場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際
は
家

格
・
筆
並
に
よ
る
忖
度
が
働
い
た
可
能
性
は
あ
る
。 

な
お
、
№
２
手
廻
組
の
佐
々
木
小
左
衛
門
は
、
「
彼
方
儀
ハ
先
頃
病

死
之
由
ニ
御
座
候
、
然
者
世
忰
儀
名
改
候
ニ
ハ
及
間
敷
哉
与
存
候
、
然
共

下
と
し
て
治
定
難
仕
奉
存
候
間
、
此
段
御
物
筋
江
被
仰
伺
、
何
分
御
沙
汰

可
被
下
候
、
已
上
」
と
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
地
徒
士
佐
々
木
九
郎
右

衛
門
が
病
死
し
て
い
る
の
で
、
自
身
の
忰
九
郎
右
衛
門
は
「
名
替
」
を
申

し
出
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
下
」
（
家
臣
）
の
立
場
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
「
御
物
筋
」
（
こ
こ
で
は
遠
近
方
か
）
へ
伺
っ
て
沙
汰
し

て
ほ
し
い
と
、
手
廻
組
証
人
へ
提
出
し
て
い
る
。 

次
の
願
書
は
、
№
７
の
無
給
通
中
村
彦
兵
衛
が
提
出
し
た
も
の
で
先
方

と
協
議
し
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
、
当
時
の
家
臣
の
認
識
を
示
す
も
の
で

興
味
深
い
。 
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（
蔵
元
両
人
役
） 

（
同
） 

 
 
 
 

申
上
候
事 

此
度
同
名
有
之
候
者
ハ
申
談
名
替
仕
候
様
、
尤
相
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、

双
方
名
替
可
仕
之
通
御
内
意
御
座
候
、
中
村
七
郎
左
衛
門
嫡
子
弥
次

郎
私
忰
弥
次
郎
同
名
ニ
而
御
座
候
、
私
家
筋
ハ
元
就
様
御
時
代
御
奉

公
仕
候
中
村
弥
二
郎
家
筋
正
統
ニ
而
、
輝
元
様
迄
御
代
々
之
御
感
状

其
外
御
判
物
数
通
頂
戴
仕
、
今
以
所
持
仕
罷
居
候
、
中
村
七
郎
左
衛

門
家
筋
之
儀
ハ
、
私
先
祖
次
郎
左
衛
門
次
男
九
右
衛
門
新
規
ニ
被
召

仕
候
家
筋
ニ
而
御
座
候
処
ニ
、
先
年
以
来
趣
有
之
一
家
之
因
不
仕
候
、

然
共
此
度
御
内
意
ニ
付
、
七
郎
左
衛
門
江
私
忰
弥
次
郎
相
対
仕
、
先

祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
証
拠
ニ
相
成
候
書
状
等
之
写
仕
、
致
持
参
、

七
郎
左
衛
門
入
披
見
及
相
談
候
之
処
ニ
、
彼
方
ニ
茂
申
伝
有
之
付
来

候
名
之
由
ニ
而
、
内
談
折
相
不
申
候
、
然
者
被
仰
出
候
通
、
双
方
名

替
之
儀
申
出
候
外
無
御
座
通
申
相
候
付
、
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別

紙
を
以
申
上
候
、
右
之
通
先
祖
弥
二
郎
家
筋
正
統
無
紛
段
者
申
伝
等

計
ニ
而
ハ
無
御
座
、
右
正
拠
ニ
相
成
候
中
村
七
郎
左
衛
門
家
ゟ
之
書

状
其
外
所
持
仕
居
候
、
此
度
之
儀
ハ
双
方
内
談
難
折
相
候
ハ
ヽ
、
何

連
も
双
方
共
名
替
之
儀
申
出
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
付
奉
得
其
旨
、
名

替
之
御
願
申
上
候
得
共
、
先
祖
名
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名

無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
奉
存
候
間
、
此
段
被
聞
召
上
置
被

下
候
様
ニ
与
奉
存
候
、
已
上 

十
二
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

中
村
彦
兵
衛 

楢
崎
吉
右
衛
門
殿 

山
縣
藤
助
殿 

中
村
彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
（
弥
二
郎
の
表
記
も
あ
る
）
は
、
中
村
七
郎

左
衛
門
の
忰
と
同
名
で
あ
っ
た
た
め
、
話
し
合
い
の
た
め
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
た
。
そ
の
際
、
彦
兵
衛
家
に
伝
わ
る
元
就
か
ら
輝
元
ま
で
代
々

の
感
状
ほ
か
判
物
の
写
を
作
成
し
て
持
参
し
た
。
中
村
彦
兵
衛
家
は
本
家

で
あ
り
、
七
郎
左
衛
門
の
家
筋
は
、
彦
兵
衛
家
の
先
祖
次
郎
左
衛
門
の
次

男
九
左
衛
門
が
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
彦
兵
衛
家
か
ら
す

れ
ば
分
家
筋
に
当
た
る
と
し
た
。
元
来
は
親
類
だ
が
、
「
先
年
以
来
趣
有

之
一
家
之
因
不
仕
候
」
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

彦
兵
衛
の
忰
弥
次
郎
は
、
証
拠
物
の
写
を
作
成
し
て
七
郎
左
衛
門
家

へ
出
向
い
て
協
議
し
た
が
、
七
郎
左
衛
門
家
の
方
も
自
分
の
家
に
も
言
い

伝
え
が
あ
り
、
弥
次
郎
の
名
は
家
に
と
っ
て
は
由
緒
の
あ
る
名
前
で
あ
る

と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
内
談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
藩
は
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
解
決
し
な
い
場
合
は
、
双
方
が
「
名
替
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
「
私
忰
弥
二
郎
名
替
之
儀
別
紙
を
以
申
上
候
」

と
、
彦
兵
衛
の
忰
も
「
名
替
」
の
届
出
を
し
た
。 

し
か
し
彦
兵
衛
家
側
は
、
弥
次
郎
と
い
う
仮
名
は
「
先
祖
名
之
儀
ニ

御
座
候
得
ハ
、
追
而
同
名
無
之
節
ハ
猶
又
弥
次
郎
へ
相
改
度
」
と
、
今
後
、

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
五
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「
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
」
つ
ま
り
一
門
八
家
（
宍
戸
・
右
田
毛
利
・

厚
狭
毛
利
・
吉
敷
毛
利
・
阿
川
毛
利
・
大
野
毛
利
の
一
門
と
、
永
代
家
老
益

田
・
福
原
の
二
家
）
と
「
加
判
役
之
衆
」
（
寄
組
の
家
臣
と
し
て
お
く
）
に

は
一
字
拝
領
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
「
其
外
之
衆
」
つ
ま
り
大
組
以
下
の

家
臣
に
は
、
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
、
い
ず
れ
役
人
を
定
め
て
「
其
沙
汰

被
仰
付
筈
ニ
候
事
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
付
で
は
、
方
針
と
し
て
は
前

代
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
も
の
の
、
明
言
は
避
け
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。 

表
２
に
よ
れ
ば
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
「
一
字
書
出
」
が
発

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
年
二
月
の
綱
広
隠
居
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
次
代
の
吉
就
以
降
、
寄
組
以
上
に
は
一
字
が
与
え
ら
れ
た
が
、
大
組

以
下
の
家
臣
に
は
、
偏
諱
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

代
替
わ
り
以
降
、
藩
主
の
一
字
が
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
家

臣
団
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
前
代
ま
で
の
慣
習
が
継

続
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
大
組
の
家
臣
を
中

心
に
不
満
が
あ
り
、
加
判
衆
を
務
め
る
一
門
八
家
・
寄
組
の
家
臣
た
ち
も
、

同
様
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

主
従
関
係
に
お
い
て
家
臣
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
恩
」
を
表

現
し
た
判
物
の
発
給
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
に
、
不
満
が
出
て
も
不

思
議
は
な
い
。
関
ヶ
原
戦
以
降
、
戦
さ
に
よ
る
領
地
拡
大
に
伴
う
恩
賞
は

ほ
ぼ
期
待
で
き
な
い
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
家
臣
が
番
方
・
役
方
の
務
め

に
よ
っ
て
余
程
際
立
っ
た
働
き
を
す
る
以
外
に
は
、
な
か
な
か
加
増
も
期

待
で
き
な
か
っ
た
。
秀
就
時
代
に
は
、
家
臣
の
生
涯
に
お
け
る
節
目
ご
と

に
丁
寧
に
判
物
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
家
臣
団
か
ら
す
れ
ば
、

幼
少
で
家
督
を
相
続
し
た
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
な
い
こ
と

表２ 毛利綱広が発給した判物 

巻 号 文書名 宛名 年月日 

16 34 毛利綱広知行宛行状 椙森就幸 承応2（1653） 6.10 

12 8 毛利綱広官途書出 桂就政 承応2（1653） 6.18 

26 19 毛利綱広官途書出 児玉就征 承応2（1653） 6.18 

28 10 毛利綱広官途書出 井原就久 承応3（1654） 7. 1 

28 11 毛利綱広官途書出 井原就行 承応3（1654） 7. 1 

30 3 毛利綱広知行宛行状 繁沢就充 寛文9（1669） 2.28 

15 69 毛利綱広一字書出 国司広直 天和2（1682） 9. 6 

28 1 毛利綱広一字書出 国司広通 天和2（1682） 9. 6 

13 53 毛利綱広一字書出 山内広直 天和3（1683）11. 1 

24 19 毛利綱広一字書出 佐世広長 天和3（1683）11. 1 

17 77 毛利綱広一字書出 児玉広行 貞享2（1685）12. 1 

【典拠】山口県文書館『萩藩閥閲録』第１巻（1967年）。 

(註)椙森(志道)と繁沢への知行宛行は極めて稀な処遇で、幼少で家督を

継いだ綱広を支えた功労によるものであろう。 
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に
対
す
る
疑
問
や
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
降
に
藩
の
方
針
が
示
さ
れ
た
書
付
や
記
録
は

な
い
。
国
司
広
孝
の
「
聞
書
」
の
な
か
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
（

10
）

。 

一
一
字
之
判
物
ハ
（
中
略
）
於
御
当
家
者
従
往
古
上
輩
江
者
竪
紙
、
組 

付
者
横
折
与
見
え
候
、
然
共
綱
広
公
以
来
一
切
組
付
江
之
御
判
物
被 

下
候
儀
ハ
無
之
候
事 

毛
利
家
で
は
、
「
一
字
書
出
」
は
「
上
輩
」
（
寄
組
以
上
）
に
は
竪
紙
、

「
組
付
」
（
大
組
）
は
横
折
（
折
紙
）
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
綱
広
の

代
に
な
っ
て
か
ら
「
組
付
」
に
は
判
物
が
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う

客
観
的
事
実
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

当
時
で
も
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
情
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
つ
い
て
は
、
筆
者
も
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

な
お
、
「
聞
書
」
に
あ
る
「
組
付
」
へ
の
判
物
は
、
横
折
奉
書
だ
っ
た

す
る
記
述
と
違
い
、
大
組
の
家
々
が
伝
え
る
判
物
の
多
く
は
竪
紙
で
あ
る
。

横
折
の
判
物
は
、
大
組
よ
り
さ
ら
に
下
の
者
へ
発
給
さ
れ
た
場
合
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

述
べ
た
よ
う
に
、
輝
元
・
秀
就
父
子
は
幅
広
く
家
臣
に
諱
と
仮
名
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
「
名
字
」
に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
閥
閲
録
」
だ
け
見
て
い
て
も
か
な
り
の
事
例
に
気
付
く
。

輝
元
の
時
代
、
例
え
ば
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
正
月
に
安
国
寺
恵
瓊

を
通
じ
て
輝
元
へ
「
名
字
替
申
度
」
と
願
い
出
た
周
布
吉
兵
衛
は
、
「
其

方
名
字
之
事
、
先
以
杉
岡
可
然
候
」
と
「
杉
岡
」
へ
の
「
名
字
替
」
が
許

さ
れ
て
い
る
（

11
）

。 

秀
就
が
関
わ
っ
た
事
例
も
多
い
。
大
組
新
山
家
は
、
元
々
の
名
字

「
新
屋
」
が
商
人
の
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
理
由
で
、
藩
主
の
命

に
よ
っ
て
、
新
山
に
「
名
字
替
」
を
し
た
（

12
）

。
ま
た
秀
就
の
小
姓
と

し
て
仕
え
、
そ
の
後
諸
役
を
務
め
た
竹
田
就
景
は
、
「
竹
田
之
名
字
」
は

「
医
業
之
身
柄
ニ
而
茂
無
之
候
条
、
竹
田
之
名
字
相
改
候
様
ニ
」
と
秀
就

の
命
令
で
、
小
浜
に
「
名
字
替
」
を
し
た
。
さ
ら
に
、
母
方
の
本
家
毛
利

宮
内
殿
就
方
（
阿
川
毛
利
）
か
ら
「
三
浦
之
称
号
」
の
免
許
を
う
け
た
う

え
で
、
願
い
出
て
三
浦
に
名
字
を
替
え
た
（

13
）

。
こ
の
よ
う
に
、
藩
主

の
命
に
よ
っ
て
家
臣
が
名
字
を
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

以
上
、
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
が
替
わ

る
、
あ
る
い
は
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
家
臣
側
か
ら
そ
れ
ら

を
変
更
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
仮
名
（
通
称
）
、
実

名
（
諱
）
、
名
字
を
め
ぐ
る
、
藩
主
と
家
臣
の
関
係
は
、
秀
就
の
代
と
綱

広
の
代
で
濃
淡
が
あ
っ
た
。
前
者
の
と
き
は
、
家
臣
の
諱
に
用
い
る
一
字

や
仮
名
に
つ
い
て
判
物
を
発
給
し
、
ま
た
名
字
に
つ
い
て
も
藩
主
が
指
示

し
て
替
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
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同
名
が
な
く
「
弥
次
郎
」
を
名
乗
れ
る
時
が
来
た
場
合
は
、
彦
兵
衛
家
の

由
緒
あ
る
名
前
な
の
で
名
乗
り
た
い
と
藩
に
願
い
出
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
（
通
称
）
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
本
人
は
勿
論
、

家
族
に
も
強
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
中
村
彦
兵
衛
の
よ
う
な
感
覚

は
、
多
く
の
家
臣
が
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
上
か
ら

の
指
示
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
無
給
帳
の
記
載
は
、
中
村
彦
兵
衛
の
左
傍
に
「
嫡
子
一
平
」

と
墨
書
さ
れ
て
、
弥
次
郎
の
名
は
見
え
な
い
。
弥
次
郎
の
名
を
朱
消
し
て
、

一
平
の
朱
書
き
が
あ
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
の
だ
が
。
付
立
が
作
成
さ
れ
た
と

き
、
嫡
子
の
名
は
「
弥
次
郎
」
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
伝
わ
る
資
料
の
有
り

様
か
ら
は
、
無
給
帳
の
写
を
作
成
す
る
段
階
で
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た

も
の
と
推
定
し
て
お
く
。 

な
お
、
№
１
、
№
10
、
№
13
は
、
給
禄
帳
の
記
載
ど
お
り
で
同
氏
同

名
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
〇
印
を
付
し
た
家
臣
の
よ
う
に
片
方
だ
け
が

「
名
替
」
を
し
て
い
る
。
№
４
は
、
供
徒
士
の
井
上
が
貞
右
衛
門
と
「
名

替
」
し
た
こ
と
が
確
認
出
る
。
無
給
通
の
井
上
の
方
は
無
給
帳
で
喜
兵
衛

と
あ
る
。
№
５
の
大
組
粟
屋
の
嫡
子
の
名
は
、
分
限
帳
に
は
市
左
衛
門
と

あ
る
。
同
家
の
譜
録
を
確
認
す
る
と
市
左
衛
門
の
前
に
与
右
衛
門
と
称
し

て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
無
給
通
の
粟
屋
の
「
名
替
」
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。
両
粟
屋
の
場
合
は
、
ほ
か
の
事
例
と
異
な
っ
て
、
筆
並

が
上
の
家
臣
の
方
が
「
名
替
」
を
し
て
い
た
。 

 
 

 

二 

家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
と
萩
藩
主 

 

関
ヶ
原
戦
後
、
毛
利
家
で
は
、
輝
元
が
隠
居
し
宗
瑞
を
名
乗
っ
た
。

翌
年
、
幼
少
の
秀
就
は
、
親
と
離
れ
て
江
戸
に
赴
き
証
人
と
し
て
在
府
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
輝
元
は
表
向
き
隠
居
し
た
も
の
の
、
毛
利
一
門
ほ
か

重
臣
と
と
も
に
初
期
の
萩
藩
政
を
動
か
し
、
初
代
藩
主
で
あ
る
秀
就
を
支

え
て
い
た
。 

輝
元
は
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
接
点
を
持
ち
、
家
臣
の
元
服
に
あ
た

っ
て
は
「
加
冠
状
」
を
発
給
し
、
諱
の
一
字
「
元
」
（
偏
諱
）
を
与
え
て

い
た
。
家
中
す
べ
て
は
網
羅
し
て
い
な
い
も
の
の
、
享
保
期
に
編
纂
さ
れ

た
「
閥
閲
録
」
を
見
れ
ば
、
下
級
の
家
臣
に
対
し
て
も
か
な
り
広
汎
に

「
加
冠
状
」
「
一
字
書
出
」
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
６
）

。
こ

の
ほ
か
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書
出
」
「
受
領
書
出
」
を
発
給
し
て
、
家

臣
の
仮
名
も
与
え
て
い
た
。
父
輝
元
と
同
様
に
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一

一
）
十
二
月
に
初
入
国
し
た
秀
就
も
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
自
身
の
下
字

で
あ
る
「
就
」
の
一
字
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
判
物
も
同
様
で
あ
っ

た
（
７
）

。
「
元
」
や
「
就
」
の
一
字
を
拝
領
し
た
家
臣
た
ち
は
、
例
え
ば
、

元
通
・
元
時
、
就
通
・
就
時
等
々
と
自
身
の
実
名
に
用
い
た
。 
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家
臣
の
側
で
は
、
拝
領
し
た
判
物
を
「
名
替
之
御
判
物
」
な
ど
と
呼
ん

で
有
り
難
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
組
井
上
五
左
衛
門
家
で
は
、
提

出
し
た
譜
録
（
８
）

の
伝
書
に
「
元
和
五
十
一
月
廿
日
名
替
之
御
判
物
、
秀

就
公
ゟ
被
下
置
候
事
」
と
記
し
、
仮
名
書
出
（「
任 

半
左
衛
門
尉
」）
を

「
御
書
御
判
物
写
」
に
写
し
て
提
出
し
た
。 

ち
な
み
に
家
督
相
続
に
関
す
る
安
堵
状
（
書
止
文
言
が
「
仍
而
一
行
如

件
」
、
い
わ
ゆ
る
一
行
状
）
は
、
関
ヶ
原
戦
後
も
輝
元
が
発
給
し
て
い
た

が
、
秀
就
初
入
国
の
頃
に
は
、
輝
元
・
秀
就
が
連
署
し
た
も
の
も
現
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
家
臣
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

親
族
に
と
っ
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
誉
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

輝
元
・
秀
就
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
名
（
諱
）
の
下
字
（
元
・
就
）

を
幅
広
く
家
臣
へ
与
え
て
い
た
（
「
一
字
書
出
」
）
。
ま
た
仮
名
（
通
称
）

に
つ
い
て
も
、
仮
名
書
出
・
官
途
書
出
・
受
領
書
出
を
発
給
し
て
い
た
。

仮
名
・
実
名
と
も
に
幅
広
く
家
臣
に
対
し
て
命
名
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
表
現
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
秀
就
が
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
正
月
に
他
界
し
て
幼
少

の
綱
広
が
後
継
と
な
る
と
、
様
相
が
一
変
す
る
。
先
に
掲
げ
た
判
物
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
表
２
は
、
「
閥
閲
録
」
に
収
録

さ
れ
た
毛
利
綱
広
の
判
物
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
綱
広
が
家
督
を

継
い
で
間
も
な
い
承
応
年
間
に
は
、
数
人
の
家
臣
へ
「
官
途
書
出
」
が
発

給
さ
れ
た
が
、
綱
広
の
判
断
・
意
思
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習

に
従
っ
て
一
門
を
中
心
と
し
た
加
判
衆
の
判
断
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

ま
た
家
臣
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
藩
主
が
発
給
し
て
い
た
、
安
堵

状
も
姿
を
消
し
た
。
判
物
と
し
て
は
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
門
八

家
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、
藩
主
が
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
対
し
て
書

状
（
直
書
〈
内
書
〉
）
を
発
給
し
た
。
そ
の
際
、
加
判
衆
連
署
奉
書
も
当

該
の
家
に
発
給
さ
れ
た
。
寄
組
以
下
の
家
臣
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、

加
判
衆
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
秀
就
ま
で
発
給
さ
れ
た

判
物
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
綱
広
の
代
に
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
幅
広
い
階
層
の
家
臣
に
発
給
さ
れ
た
判
物
は
、
ほ
ぼ
姿
を

消
し
た
の
で
あ
る
。 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
書
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
９
）

。 

一
御
当
代
御
家
来
江
御
字
未
被
遣
候
付
、
各
相
談
之
上
、
達
上
聞
候

之
処
、
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
へ
ハ
、
御
字
拝
領
被
仰
付
、
其

外
之
衆
へ
ハ
追
而
可
被
仰
出
之
旨
候
之
間
、
御
留
守
居
中
被
仰
談
、

い
つ
れ
役
人
被
相
定
、
其
沙
汰
被
仰
付
筈
ニ
候
事 

「
御
当
代
」
つ
ま
り
毛
利
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
「
御
字
」
（
一
字
、

偏
諱
、
こ
の
場
合
は
綱
広
の
広
）
が
遣
わ
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
加
判
衆
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
殿
様
へ
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
六
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「
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
」
つ
ま
り
一
門
八
家
（
宍
戸
・
右
田
毛
利
・

厚
狭
毛
利
・
吉
敷
毛
利
・
阿
川
毛
利
・
大
野
毛
利
の
一
門
と
、
永
代
家
老
益

田
・
福
原
の
二
家
）
と
「
加
判
役
之
衆
」
（
寄
組
の
家
臣
と
し
て
お
く
）
に

は
一
字
拝
領
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
「
其
外
之
衆
」
つ
ま
り
大
組
以
下
の

家
臣
に
は
、
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
、
い
ず
れ
役
人
を
定
め
て
「
其
沙
汰

被
仰
付
筈
ニ
候
事
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
付
で
は
、
方
針
と
し
て
は
前

代
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
も
の
の
、
明
言
は
避
け
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。 

表
２
に
よ
れ
ば
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
「
一
字
書
出
」
が
発

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
年
二
月
の
綱
広
隠
居
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
次
代
の
吉
就
以
降
、
寄
組
以
上
に
は
一
字
が
与
え
ら
れ
た
が
、
大
組

以
下
の
家
臣
に
は
、
偏
諱
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

代
替
わ
り
以
降
、
藩
主
の
一
字
が
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
家

臣
団
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
前
代
ま
で
の
慣
習
が
継

続
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
大
組
の
家
臣
を
中

心
に
不
満
が
あ
り
、
加
判
衆
を
務
め
る
一
門
八
家
・
寄
組
の
家
臣
た
ち
も
、

同
様
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

主
従
関
係
に
お
い
て
家
臣
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
恩
」
を
表

現
し
た
判
物
の
発
給
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
に
、
不
満
が
出
て
も
不

思
議
は
な
い
。
関
ヶ
原
戦
以
降
、
戦
さ
に
よ
る
領
地
拡
大
に
伴
う
恩
賞
は

ほ
ぼ
期
待
で
き
な
い
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
家
臣
が
番
方
・
役
方
の
務
め

に
よ
っ
て
余
程
際
立
っ
た
働
き
を
す
る
以
外
に
は
、
な
か
な
か
加
増
も
期

待
で
き
な
か
っ
た
。
秀
就
時
代
に
は
、
家
臣
の
生
涯
に
お
け
る
節
目
ご
と

に
丁
寧
に
判
物
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
家
臣
団
か
ら
す
れ
ば
、

幼
少
で
家
督
を
相
続
し
た
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
な
い
こ
と

表２ 毛利綱広が発給した判物 

巻 号 文書名 宛名 年月日 

16 34 毛利綱広知行宛行状 椙森就幸 承応2（1653） 6.10 

12 8 毛利綱広官途書出 桂就政 承応2（1653） 6.18 

26 19 毛利綱広官途書出 児玉就征 承応2（1653） 6.18 

28 10 毛利綱広官途書出 井原就久 承応3（1654） 7. 1 

28 11 毛利綱広官途書出 井原就行 承応3（1654） 7. 1 

30 3 毛利綱広知行宛行状 繁沢就充 寛文9（1669） 2.28 

15 69 毛利綱広一字書出 国司広直 天和2（1682） 9. 6 

28 1 毛利綱広一字書出 国司広通 天和2（1682） 9. 6 

13 53 毛利綱広一字書出 山内広直 天和3（1683）11. 1 

24 19 毛利綱広一字書出 佐世広長 天和3（1683）11. 1 

17 77 毛利綱広一字書出 児玉広行 貞享2（1685）12. 1 

【典拠】山口県文書館『萩藩閥閲録』第１巻（1967年）。 

(註)椙森(志道)と繁沢への知行宛行は極めて稀な処遇で、幼少で家督を

継いだ綱広を支えた功労によるものであろう。 
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に
対
す
る
疑
問
や
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
降
に
藩
の
方
針
が
示
さ
れ
た
書
付
や
記
録
は

な
い
。
国
司
広
孝
の
「
聞
書
」
の
な
か
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
（

10
）

。 

一
一
字
之
判
物
ハ
（
中
略
）
於
御
当
家
者
従
往
古
上
輩
江
者
竪
紙
、
組 

付
者
横
折
与
見
え
候
、
然
共
綱
広
公
以
来
一
切
組
付
江
之
御
判
物
被 

下
候
儀
ハ
無
之
候
事 

毛
利
家
で
は
、
「
一
字
書
出
」
は
「
上
輩
」
（
寄
組
以
上
）
に
は
竪
紙
、

「
組
付
」
（
大
組
）
は
横
折
（
折
紙
）
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
綱
広
の

代
に
な
っ
て
か
ら
「
組
付
」
に
は
判
物
が
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う

客
観
的
事
実
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

当
時
で
も
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
情
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
つ
い
て
は
、
筆
者
も
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

な
お
、
「
聞
書
」
に
あ
る
「
組
付
」
へ
の
判
物
は
、
横
折
奉
書
だ
っ
た

す
る
記
述
と
違
い
、
大
組
の
家
々
が
伝
え
る
判
物
の
多
く
は
竪
紙
で
あ
る
。

横
折
の
判
物
は
、
大
組
よ
り
さ
ら
に
下
の
者
へ
発
給
さ
れ
た
場
合
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

述
べ
た
よ
う
に
、
輝
元
・
秀
就
父
子
は
幅
広
く
家
臣
に
諱
と
仮
名
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
「
名
字
」
に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
閥
閲
録
」
だ
け
見
て
い
て
も
か
な
り
の
事
例
に
気
付
く
。

輝
元
の
時
代
、
例
え
ば
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
正
月
に
安
国
寺
恵
瓊

を
通
じ
て
輝
元
へ
「
名
字
替
申
度
」
と
願
い
出
た
周
布
吉
兵
衛
は
、
「
其

方
名
字
之
事
、
先
以
杉
岡
可
然
候
」
と
「
杉
岡
」
へ
の
「
名
字
替
」
が
許

さ
れ
て
い
る
（

11
）

。 

秀
就
が
関
わ
っ
た
事
例
も
多
い
。
大
組
新
山
家
は
、
元
々
の
名
字

「
新
屋
」
が
商
人
の
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
理
由
で
、
藩
主
の
命

に
よ
っ
て
、
新
山
に
「
名
字
替
」
を
し
た
（

12
）

。
ま
た
秀
就
の
小
姓
と

し
て
仕
え
、
そ
の
後
諸
役
を
務
め
た
竹
田
就
景
は
、
「
竹
田
之
名
字
」
は

「
医
業
之
身
柄
ニ
而
茂
無
之
候
条
、
竹
田
之
名
字
相
改
候
様
ニ
」
と
秀
就

の
命
令
で
、
小
浜
に
「
名
字
替
」
を
し
た
。
さ
ら
に
、
母
方
の
本
家
毛
利

宮
内
殿
就
方
（
阿
川
毛
利
）
か
ら
「
三
浦
之
称
号
」
の
免
許
を
う
け
た
う

え
で
、
願
い
出
て
三
浦
に
名
字
を
替
え
た
（

13
）

。
こ
の
よ
う
に
、
藩
主

の
命
に
よ
っ
て
家
臣
が
名
字
を
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

以
上
、
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
が
替
わ

る
、
あ
る
い
は
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
家
臣
側
か
ら
そ
れ
ら

を
変
更
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
仮
名
（
通
称
）
、
実

名
（
諱
）
、
名
字
を
め
ぐ
る
、
藩
主
と
家
臣
の
関
係
は
、
秀
就
の
代
と
綱

広
の
代
で
濃
淡
が
あ
っ
た
。
前
者
の
と
き
は
、
家
臣
の
諱
に
用
い
る
一
字

や
仮
名
に
つ
い
て
判
物
を
発
給
し
、
ま
た
名
字
に
つ
い
て
も
藩
主
が
指
示

し
て
替
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
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同
名
が
な
く
「
弥
次
郎
」
を
名
乗
れ
る
時
が
来
た
場
合
は
、
彦
兵
衛
家
の

由
緒
あ
る
名
前
な
の
で
名
乗
り
た
い
と
藩
に
願
い
出
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
仮
名
（
通
称
）
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
本
人
は
勿
論
、

家
族
に
も
強
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
中
村
彦
兵
衛
の
よ
う
な
感
覚

は
、
多
く
の
家
臣
が
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
上
か
ら

の
指
示
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
無
給
帳
の
記
載
は
、
中
村
彦
兵
衛
の
左
傍
に
「
嫡
子
一
平
」

と
墨
書
さ
れ
て
、
弥
次
郎
の
名
は
見
え
な
い
。
弥
次
郎
の
名
を
朱
消
し
て
、

一
平
の
朱
書
き
が
あ
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
の
だ
が
。
付
立
が
作
成
さ
れ
た
と

き
、
嫡
子
の
名
は
「
弥
次
郎
」
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
伝
わ
る
資
料
の
有
り

様
か
ら
は
、
無
給
帳
の
写
を
作
成
す
る
段
階
で
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た

も
の
と
推
定
し
て
お
く
。 

な
お
、
№
１
、
№
10
、
№
13
は
、
給
禄
帳
の
記
載
ど
お
り
で
同
氏
同

名
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
〇
印
を
付
し
た
家
臣
の
よ
う
に
片
方
だ
け
が

「
名
替
」
を
し
て
い
る
。
№
４
は
、
供
徒
士
の
井
上
が
貞
右
衛
門
と
「
名

替
」
し
た
こ
と
が
確
認
出
る
。
無
給
通
の
井
上
の
方
は
無
給
帳
で
喜
兵
衛

と
あ
る
。
№
５
の
大
組
粟
屋
の
嫡
子
の
名
は
、
分
限
帳
に
は
市
左
衛
門
と

あ
る
。
同
家
の
譜
録
を
確
認
す
る
と
市
左
衛
門
の
前
に
与
右
衛
門
と
称
し

て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
無
給
通
の
粟
屋
の
「
名
替
」
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。
両
粟
屋
の
場
合
は
、
ほ
か
の
事
例
と
異
な
っ
て
、
筆
並

が
上
の
家
臣
の
方
が
「
名
替
」
を
し
て
い
た
。 

 
 

 

二 

家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
と
萩
藩
主 

 

関
ヶ
原
戦
後
、
毛
利
家
で
は
、
輝
元
が
隠
居
し
宗
瑞
を
名
乗
っ
た
。

翌
年
、
幼
少
の
秀
就
は
、
親
と
離
れ
て
江
戸
に
赴
き
証
人
と
し
て
在
府
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
輝
元
は
表
向
き
隠
居
し
た
も
の
の
、
毛
利
一
門
ほ
か

重
臣
と
と
も
に
初
期
の
萩
藩
政
を
動
か
し
、
初
代
藩
主
で
あ
る
秀
就
を
支

え
て
い
た
。 

輝
元
は
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
接
点
を
持
ち
、
家
臣
の
元
服
に
あ
た

っ
て
は
「
加
冠
状
」
を
発
給
し
、
諱
の
一
字
「
元
」
（
偏
諱
）
を
与
え
て

い
た
。
家
中
す
べ
て
は
網
羅
し
て
い
な
い
も
の
の
、
享
保
期
に
編
纂
さ
れ

た
「
閥
閲
録
」
を
見
れ
ば
、
下
級
の
家
臣
に
対
し
て
も
か
な
り
広
汎
に

「
加
冠
状
」
「
一
字
書
出
」
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
６
）

。
こ

の
ほ
か
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書
出
」
「
受
領
書
出
」
を
発
給
し
て
、
家

臣
の
仮
名
も
与
え
て
い
た
。
父
輝
元
と
同
様
に
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一

一
）
十
二
月
に
初
入
国
し
た
秀
就
も
家
臣
に
対
し
て
幅
広
く
自
身
の
下
字

で
あ
る
「
就
」
の
一
字
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
判
物
も
同
様
で
あ
っ

た
（
７
）

。
「
元
」
や
「
就
」
の
一
字
を
拝
領
し
た
家
臣
た
ち
は
、
例
え
ば
、

元
通
・
元
時
、
就
通
・
就
時
等
々
と
自
身
の
実
名
に
用
い
た
。 
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家
臣
の
側
で
は
、
拝
領
し
た
判
物
を
「
名
替
之
御
判
物
」
な
ど
と
呼
ん

で
有
り
難
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
組
井
上
五
左
衛
門
家
で
は
、
提

出
し
た
譜
録
（
８
）

の
伝
書
に
「
元
和
五
十
一
月
廿
日
名
替
之
御
判
物
、
秀

就
公
ゟ
被
下
置
候
事
」
と
記
し
、
仮
名
書
出
（「
任 

半
左
衛
門
尉
」）
を

「
御
書
御
判
物
写
」
に
写
し
て
提
出
し
た
。 

ち
な
み
に
家
督
相
続
に
関
す
る
安
堵
状
（
書
止
文
言
が
「
仍
而
一
行
如

件
」
、
い
わ
ゆ
る
一
行
状
）
は
、
関
ヶ
原
戦
後
も
輝
元
が
発
給
し
て
い
た

が
、
秀
就
初
入
国
の
頃
に
は
、
輝
元
・
秀
就
が
連
署
し
た
も
の
も
現
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
家
臣
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

親
族
に
と
っ
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
誉
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

輝
元
・
秀
就
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
名
（
諱
）
の
下
字
（
元
・
就
）

を
幅
広
く
家
臣
へ
与
え
て
い
た
（
「
一
字
書
出
」
）
。
ま
た
仮
名
（
通
称
）

に
つ
い
て
も
、
仮
名
書
出
・
官
途
書
出
・
受
領
書
出
を
発
給
し
て
い
た
。

仮
名
・
実
名
と
も
に
幅
広
く
家
臣
に
対
し
て
命
名
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
表
現
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
秀
就
が
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
正
月
に
他
界
し
て
幼
少

の
綱
広
が
後
継
と
な
る
と
、
様
相
が
一
変
す
る
。
先
に
掲
げ
た
判
物
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
表
２
は
、
「
閥
閲
録
」
に
収
録

さ
れ
た
毛
利
綱
広
の
判
物
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
綱
広
が
家
督
を

継
い
で
間
も
な
い
承
応
年
間
に
は
、
数
人
の
家
臣
へ
「
官
途
書
出
」
が
発

給
さ
れ
た
が
、
綱
広
の
判
断
・
意
思
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習

に
従
っ
て
一
門
を
中
心
と
し
た
加
判
衆
の
判
断
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

ま
た
家
臣
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
藩
主
が
発
給
し
て
い
た
、
安
堵

状
も
姿
を
消
し
た
。
判
物
と
し
て
は
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
門
八

家
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、
藩
主
が
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
対
し
て
書

状
（
直
書
〈
内
書
〉
）
を
発
給
し
た
。
そ
の
際
、
加
判
衆
連
署
奉
書
も
当

該
の
家
に
発
給
さ
れ
た
。
寄
組
以
下
の
家
臣
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、

加
判
衆
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
秀
就
ま
で
発
給
さ
れ
た

判
物
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
綱
広
の
代
に
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
幅
広
い
階
層
の
家
臣
に
発
給
さ
れ
た
判
物
は
、
ほ
ぼ
姿
を

消
し
た
の
で
あ
る
。 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
書
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
９
）

。 

一
御
当
代
御
家
来
江
御
字
未
被
遣
候
付
、
各
相
談
之
上
、
達
上
聞
候

之
処
、
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
へ
ハ
、
御
字
拝
領
被
仰
付
、
其

外
之
衆
へ
ハ
追
而
可
被
仰
出
之
旨
候
之
間
、
御
留
守
居
中
被
仰
談
、

い
つ
れ
役
人
被
相
定
、
其
沙
汰
被
仰
付
筈
ニ
候
事 

「
御
当
代
」
つ
ま
り
毛
利
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
「
御
字
」
（
一
字
、

偏
諱
、
こ
の
場
合
は
綱
広
の
広
）
が
遣
わ
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
加
判
衆
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
殿
様
へ
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
七
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（
左
） 

い
が
、
そ
れ
だ
け
主
従
の
関
係
が
濃
密
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

三 

「
名
字
替
」
「
名
替
」
の
問
題 

 秀
就
の
時
代
、
家
臣
は
藩
主
か
ら
拝
領
し
た
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書

出
」
「
受
領
書
出
」
に
記
さ
れ
た
仮
名
（
通
称
）
を
名
乗
っ
た
。
藩
主
か

ら
拝
領
し
た
仮
名
は
、
簡
単
に
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
判
物
を
拝
領
で
き
な
い
家
臣
も
い
た
は
ず

で
、
そ
の
家
臣
た
ち
は
、
自
ら
の
仮
名
を
届
け
出
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 綱

広
の
代
に
な
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
物
に
よ
る
仮
名
の

拝
領
は
ほ
ぼ
皆
無
と
な
っ
た
。
家
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
を
藩
へ
届
け

出
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
家
臣

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
、
「
名
替
」
を
願
い
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
名
字

の
変
更
に
つ
い
て
も
、
藩
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

表
３
は
、
延
宝
七
・
八
年
（
一
六
七
九
・
八
〇
）
に
「
名
字
替
」

「
名
替
」
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
家
臣
の
一
覧
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
二

一
家
あ
り
、
そ
の
全
て
が
「
名
字
替
」
を
し
、
一
〇
家
は
「
名
替
」
も

し
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
「
名
字
替
」
の
家
臣
は
す
べ
て
「
本
名
」
に

戻
し
た
と
あ
る
。
「
名
字
替
」
が
簡
単
に
ま
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
混
乱
を
招
く
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。 

藩
と
し
て
は
、
家
臣
の
「
名
字
替
」
「
名
替
」
に
関
し
て
一
定
の
基
準

を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
の
法
令
を
見
て
お
こ
う
（

14
）

。 

名
替
・
名
字
替
之
御
理
近
年
猥
相
成
候
故
、
右
之
通
ニ
可
被
仰
付
と 

の
惣
談
ニ
て
御
国
へ
申
遣
候
事 

表３ 「名字替」・「名替」の例 

年 月 日 家臣名 変更後 

延宝７ 

(1679) 

1 26 江原十兵衛 土肥小介 

3 11 前原久左衛門 馬屋原久左衛門 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡助右衛門 

3 11 浅屋一郎左衛門 小幡彦七 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡伝右衛門 

3 11 塩谷宇兵衛 小幡宇兵衛 

10 13 杉岡左介 周布孫右衛門 

10 13 杉岡九郎兵衛 周布九郎兵衛 

10 13 斎藤源右衛門 山名源七 

12 29 太田祖閑 中原治兵衛 

延宝８ 

(1680) 

4 13 三保十右衛門 羽根喜平次 

4 13 末近五郎兵衛  中原五郎兵衛 

4 16 斎藤四郎左衛門 山名四郎左衛門 

4 16 井上六左衛門 河野六左衛門 

4 16 小林平八 奥平源兵衛 

4 16 三輪新右衛門 渋屋木工左衛門 

9 27 上田市左衛門 国貞甚右衛門 

9 27 永原小兵衛 児玉小兵衛 

9 27 須子半右衛門 高田半右衛門 

12 14 大深五右衛門 嶋田五右衛門 

12 29 河野半兵衛 赤川彦兵衛 
【典拠】毛利家文庫22諸臣54「御家来万控」。延宝7年は改名前
後の名のみが記される。同8年は短文で記載され、先祖の名とあ
る赤川以外は「本名」への「名字替」とある。 
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一
名
・
名
字
共
ニ
、
縦
先
祖
之
名
・
名
字
た
り
と
も
御
断
不
被
及
御
沙
汰 

 

候 

但
、
替
候
ハ
て
不
叶
子
細
指
向
た
る
儀
ニ
て
、
理
於
至
極
者
各

別
之
事 

付
、
名
之
儀
、
若
輩
名
ニ
て
元
服
を
も
仕
た
る
上
ニ
て
ハ
、
名
乗

く
る
し
き
若
輩
名
な
と
は
被
遣
事 

（
以
下
、
付
書
二
ヶ
条
略
） 

こ
の
法
令
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
二
一
日
に
当
役
粟
屋
帯

刀
か
ら
国
元
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
名
替
・
名
字
替
之
御
理
近

年
猥
相
成
候
故
」
と
、
近
年
家
臣
か
ら
の
願
い
出
が
猥
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
字
・
名
と
も
に
先
祖
の
も
の
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
そ
の
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
表
３
は
、
「
猥
り
」
に

な
っ
た
一
端
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
名
字
替
」
や
「
名
替
」
を

し
な
い
と
支
障
が
あ
る
と
い
う
、
特
段
の
理
由
が
あ
れ
ば
許
可
す
る
が
、

そ
れ
以
外
は
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
服
後
の
名
乗
り
と
し
て

は
支
障
が
あ
る
若
輩
名
や
、
省
略
し
た
付
書
で
家
に
伝
わ
る
由
緒
あ
る
名

に
つ
い
て
は
特
別
に
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
法
令
（

15
）

を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

覚 

一
童
名
ゟ
男
名
改
候
儀
、
前
々
之
通
勝
手
次
第
之
事 

一
童
名
ゟ
男
名
ニ
改
候
儀
、
前
廉
被
遂
御
分
別
候
、
雖
然
先
祖
之
名
に

て
も
無
之
候
故
、
或
父
之
名
或
祖
父
之
名
其
外
先
祖
之
名
ニ
改
度
願

ハ
、
其
子
細
書
付
申
出
候
事 

一
童
名
を
右
之
通
父
・
祖
父
・
先
祖
等
之
名
ニ
願
出
、
一
旦
被
遂
御
分

別
候
を
、
又
先
祖
之
名
ニ
改
度
と
の
願
ハ
自
由
之
様
相
聞
候
、
然
と

も
祖
父
之
名
を
付
居
候
得
と
も
、
父
之
名
ニ
相
成
度
と
の
願
ハ
格
別

之
事 但

、
右
之
分
父
或
祖
父
又
ハ
先
祖
等
之
名
被
遂
御
分
別
候
得
と
も
、

身
近
き
間
ニ
同
名
有
之
或
同
名
字
ニ
て
何
右
衛
門
・
何
左
衛

門
な
と
の
紛
た
る
事
有
之
、
改
度
と
の
願
者
是
又
格
別
之
事 

最
初
の
箇
条
に
あ
る
よ
う
に
、
「
童
名
」
を
「
男
名
」
に
改
め
る
こ
と

は
「
勝
手
次
第
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
臣
個
々
が
自
由
に
「
男
名
」

を
名
乗
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
届
け
出
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
一
旦
「
男
名
」
を
届
け
出
た
後
に
、
そ
れ
が
先
祖
の
名
と

無
関
係
な
場
合
、
父
・
祖
父
・
先
祖
の
名
に
改
め
た
い
と
き
は
、
そ
の
理

由
を
述
べ
て
申
し
出
れ
ば
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
父
祖
の
名
に
改
め
た
の
ち
、
再
び
別
の
父
祖
の
名
に
改
め
る
こ
と

は
自
由
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
父
の
名
は
格
別
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
父
以
外
の
先
祖
の
名
に
、
次
々
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
と
藩
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
身
近
き
間
」
つ
ま
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「
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
」
つ
ま
り
一
門
八
家
（
宍
戸
・
右
田
毛
利
・

厚
狭
毛
利
・
吉
敷
毛
利
・
阿
川
毛
利
・
大
野
毛
利
の
一
門
と
、
永
代
家
老
益

田
・
福
原
の
二
家
）
と
「
加
判
役
之
衆
」
（
寄
組
の
家
臣
と
し
て
お
く
）
に

は
一
字
拝
領
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
「
其
外
之
衆
」
つ
ま
り
大
組
以
下
の

家
臣
に
は
、
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
、
い
ず
れ
役
人
を
定
め
て
「
其
沙
汰

被
仰
付
筈
ニ
候
事
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
付
で
は
、
方
針
と
し
て
は
前

代
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
も
の
の
、
明
言
は
避
け
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。 

表
２
に
よ
れ
ば
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
「
一
字
書
出
」
が
発

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
年
二
月
の
綱
広
隠
居
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
次
代
の
吉
就
以
降
、
寄
組
以
上
に
は
一
字
が
与
え
ら
れ
た
が
、
大
組

以
下
の
家
臣
に
は
、
偏
諱
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

代
替
わ
り
以
降
、
藩
主
の
一
字
が
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
家

臣
団
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
前
代
ま
で
の
慣
習
が
継

続
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
大
組
の
家
臣
を
中

心
に
不
満
が
あ
り
、
加
判
衆
を
務
め
る
一
門
八
家
・
寄
組
の
家
臣
た
ち
も
、

同
様
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

主
従
関
係
に
お
い
て
家
臣
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
恩
」
を
表

現
し
た
判
物
の
発
給
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
に
、
不
満
が
出
て
も
不

思
議
は
な
い
。
関
ヶ
原
戦
以
降
、
戦
さ
に
よ
る
領
地
拡
大
に
伴
う
恩
賞
は

ほ
ぼ
期
待
で
き
な
い
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
家
臣
が
番
方
・
役
方
の
務
め

に
よ
っ
て
余
程
際
立
っ
た
働
き
を
す
る
以
外
に
は
、
な
か
な
か
加
増
も
期

待
で
き
な
か
っ
た
。
秀
就
時
代
に
は
、
家
臣
の
生
涯
に
お
け
る
節
目
ご
と

に
丁
寧
に
判
物
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
家
臣
団
か
ら
す
れ
ば
、

幼
少
で
家
督
を
相
続
し
た
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
な
い
こ
と

表２ 毛利綱広が発給した判物 

巻 号 文書名 宛名 年月日 

16 34 毛利綱広知行宛行状 椙森就幸 承応2（1653） 6.10 

12 8 毛利綱広官途書出 桂就政 承応2（1653） 6.18 

26 19 毛利綱広官途書出 児玉就征 承応2（1653） 6.18 

28 10 毛利綱広官途書出 井原就久 承応3（1654） 7. 1 

28 11 毛利綱広官途書出 井原就行 承応3（1654） 7. 1 

30 3 毛利綱広知行宛行状 繁沢就充 寛文9（1669） 2.28 

15 69 毛利綱広一字書出 国司広直 天和2（1682） 9. 6 

28 1 毛利綱広一字書出 国司広通 天和2（1682） 9. 6 

13 53 毛利綱広一字書出 山内広直 天和3（1683）11. 1 

24 19 毛利綱広一字書出 佐世広長 天和3（1683）11. 1 

17 77 毛利綱広一字書出 児玉広行 貞享2（1685）12. 1 

【典拠】山口県文書館『萩藩閥閲録』第１巻（1967年）。 

(註)椙森(志道)と繁沢への知行宛行は極めて稀な処遇で、幼少で家督を

継いだ綱広を支えた功労によるものであろう。 
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に
対
す
る
疑
問
や
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
降
に
藩
の
方
針
が
示
さ
れ
た
書
付
や
記
録
は

な
い
。
国
司
広
孝
の
「
聞
書
」
の
な
か
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
（

10
）

。 

一
一
字
之
判
物
ハ
（
中
略
）
於
御
当
家
者
従
往
古
上
輩
江
者
竪
紙
、
組 

付
者
横
折
与
見
え
候
、
然
共
綱
広
公
以
来
一
切
組
付
江
之
御
判
物
被 

下
候
儀
ハ
無
之
候
事 

毛
利
家
で
は
、
「
一
字
書
出
」
は
「
上
輩
」
（
寄
組
以
上
）
に
は
竪
紙
、

「
組
付
」
（
大
組
）
は
横
折
（
折
紙
）
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
綱
広
の

代
に
な
っ
て
か
ら
「
組
付
」
に
は
判
物
が
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う

客
観
的
事
実
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

当
時
で
も
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
情
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
つ
い
て
は
、
筆
者
も
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

な
お
、
「
聞
書
」
に
あ
る
「
組
付
」
へ
の
判
物
は
、
横
折
奉
書
だ
っ
た

す
る
記
述
と
違
い
、
大
組
の
家
々
が
伝
え
る
判
物
の
多
く
は
竪
紙
で
あ
る
。

横
折
の
判
物
は
、
大
組
よ
り
さ
ら
に
下
の
者
へ
発
給
さ
れ
た
場
合
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

述
べ
た
よ
う
に
、
輝
元
・
秀
就
父
子
は
幅
広
く
家
臣
に
諱
と
仮
名
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
「
名
字
」
に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
閥
閲
録
」
だ
け
見
て
い
て
も
か
な
り
の
事
例
に
気
付
く
。

輝
元
の
時
代
、
例
え
ば
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
正
月
に
安
国
寺
恵
瓊

を
通
じ
て
輝
元
へ
「
名
字
替
申
度
」
と
願
い
出
た
周
布
吉
兵
衛
は
、
「
其

方
名
字
之
事
、
先
以
杉
岡
可
然
候
」
と
「
杉
岡
」
へ
の
「
名
字
替
」
が
許

さ
れ
て
い
る
（

11
）

。 

秀
就
が
関
わ
っ
た
事
例
も
多
い
。
大
組
新
山
家
は
、
元
々
の
名
字

「
新
屋
」
が
商
人
の
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
理
由
で
、
藩
主
の
命

に
よ
っ
て
、
新
山
に
「
名
字
替
」
を
し
た
（

12
）

。
ま
た
秀
就
の
小
姓
と

し
て
仕
え
、
そ
の
後
諸
役
を
務
め
た
竹
田
就
景
は
、
「
竹
田
之
名
字
」
は

「
医
業
之
身
柄
ニ
而
茂
無
之
候
条
、
竹
田
之
名
字
相
改
候
様
ニ
」
と
秀
就

の
命
令
で
、
小
浜
に
「
名
字
替
」
を
し
た
。
さ
ら
に
、
母
方
の
本
家
毛
利

宮
内
殿
就
方
（
阿
川
毛
利
）
か
ら
「
三
浦
之
称
号
」
の
免
許
を
う
け
た
う

え
で
、
願
い
出
て
三
浦
に
名
字
を
替
え
た
（

13
）

。
こ
の
よ
う
に
、
藩
主

の
命
に
よ
っ
て
家
臣
が
名
字
を
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

以
上
、
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
が
替
わ

る
、
あ
る
い
は
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
家
臣
側
か
ら
そ
れ
ら

を
変
更
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
仮
名
（
通
称
）
、
実

名
（
諱
）
、
名
字
を
め
ぐ
る
、
藩
主
と
家
臣
の
関
係
は
、
秀
就
の
代
と
綱

広
の
代
で
濃
淡
が
あ
っ
た
。
前
者
の
と
き
は
、
家
臣
の
諱
に
用
い
る
一
字

や
仮
名
に
つ
い
て
判
物
を
発
給
し
、
ま
た
名
字
に
つ
い
て
も
藩
主
が
指
示

し
て
替
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
か
も
し
れ
な

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
八
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（
左
） 

い
が
、
そ
れ
だ
け
主
従
の
関
係
が
濃
密
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 
三 
「
名
字
替
」
「
名
替
」
の
問
題 

 秀
就
の
時
代
、
家
臣
は
藩
主
か
ら
拝
領
し
た
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書

出
」
「
受
領
書
出
」
に
記
さ
れ
た
仮
名
（
通
称
）
を
名
乗
っ
た
。
藩
主
か

ら
拝
領
し
た
仮
名
は
、
簡
単
に
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
判
物
を
拝
領
で
き
な
い
家
臣
も
い
た
は
ず

で
、
そ
の
家
臣
た
ち
は
、
自
ら
の
仮
名
を
届
け
出
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 綱

広
の
代
に
な
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
物
に
よ
る
仮
名
の

拝
領
は
ほ
ぼ
皆
無
と
な
っ
た
。
家
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
を
藩
へ
届
け

出
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
家
臣

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
、
「
名
替
」
を
願
い
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
名
字

の
変
更
に
つ
い
て
も
、
藩
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

表
３
は
、
延
宝
七
・
八
年
（
一
六
七
九
・
八
〇
）
に
「
名
字
替
」

「
名
替
」
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
家
臣
の
一
覧
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
二

一
家
あ
り
、
そ
の
全
て
が
「
名
字
替
」
を
し
、
一
〇
家
は
「
名
替
」
も

し
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
「
名
字
替
」
の
家
臣
は
す
べ
て
「
本
名
」
に

戻
し
た
と
あ
る
。
「
名
字
替
」
が
簡
単
に
ま
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
混
乱
を
招
く
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。 

藩
と
し
て
は
、
家
臣
の
「
名
字
替
」
「
名
替
」
に
関
し
て
一
定
の
基
準

を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
の
法
令
を
見
て
お
こ
う
（

14
）

。 

名
替
・
名
字
替
之
御
理
近
年
猥
相
成
候
故
、
右
之
通
ニ
可
被
仰
付
と 

の
惣
談
ニ
て
御
国
へ
申
遣
候
事 

表３ 「名字替」・「名替」の例 

年 月 日 家臣名 変更後 

延宝７ 

(1679) 

1 26 江原十兵衛 土肥小介 

3 11 前原久左衛門 馬屋原久左衛門 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡助右衛門 

3 11 浅屋一郎左衛門 小幡彦七 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡伝右衛門 

3 11 塩谷宇兵衛 小幡宇兵衛 

10 13 杉岡左介 周布孫右衛門 

10 13 杉岡九郎兵衛 周布九郎兵衛 

10 13 斎藤源右衛門 山名源七 

12 29 太田祖閑 中原治兵衛 

延宝８ 

(1680) 

4 13 三保十右衛門 羽根喜平次 

4 13 末近五郎兵衛  中原五郎兵衛 

4 16 斎藤四郎左衛門 山名四郎左衛門 

4 16 井上六左衛門 河野六左衛門 

4 16 小林平八 奥平源兵衛 

4 16 三輪新右衛門 渋屋木工左衛門 

9 27 上田市左衛門 国貞甚右衛門 

9 27 永原小兵衛 児玉小兵衛 

9 27 須子半右衛門 高田半右衛門 

12 14 大深五右衛門 嶋田五右衛門 

12 29 河野半兵衛 赤川彦兵衛 
【典拠】毛利家文庫22諸臣54「御家来万控」。延宝7年は改名前
後の名のみが記される。同8年は短文で記載され、先祖の名とあ
る赤川以外は「本名」への「名字替」とある。 
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一
名
・
名
字
共
ニ
、
縦
先
祖
之
名
・
名
字
た
り
と
も
御
断
不
被
及
御
沙
汰 

 

候 

但
、
替
候
ハ
て
不
叶
子
細
指
向
た
る
儀
ニ
て
、
理
於
至
極
者
各

別
之
事 

付
、
名
之
儀
、
若
輩
名
ニ
て
元
服
を
も
仕
た
る
上
ニ
て
ハ
、
名
乗

く
る
し
き
若
輩
名
な
と
は
被
遣
事 

（
以
下
、
付
書
二
ヶ
条
略
） 

こ
の
法
令
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
二
一
日
に
当
役
粟
屋
帯

刀
か
ら
国
元
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
名
替
・
名
字
替
之
御
理
近

年
猥
相
成
候
故
」
と
、
近
年
家
臣
か
ら
の
願
い
出
が
猥
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
字
・
名
と
も
に
先
祖
の
も
の
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
そ
の
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
表
３
は
、
「
猥
り
」
に

な
っ
た
一
端
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
名
字
替
」
や
「
名
替
」
を

し
な
い
と
支
障
が
あ
る
と
い
う
、
特
段
の
理
由
が
あ
れ
ば
許
可
す
る
が
、

そ
れ
以
外
は
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
服
後
の
名
乗
り
と
し
て

は
支
障
が
あ
る
若
輩
名
や
、
省
略
し
た
付
書
で
家
に
伝
わ
る
由
緒
あ
る
名

に
つ
い
て
は
特
別
に
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
法
令
（

15
）

を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

覚 

一
童
名
ゟ
男
名
改
候
儀
、
前
々
之
通
勝
手
次
第
之
事 

一
童
名
ゟ
男
名
ニ
改
候
儀
、
前
廉
被
遂
御
分
別
候
、
雖
然
先
祖
之
名
に

て
も
無
之
候
故
、
或
父
之
名
或
祖
父
之
名
其
外
先
祖
之
名
ニ
改
度
願

ハ
、
其
子
細
書
付
申
出
候
事 

一
童
名
を
右
之
通
父
・
祖
父
・
先
祖
等
之
名
ニ
願
出
、
一
旦
被
遂
御
分

別
候
を
、
又
先
祖
之
名
ニ
改
度
と
の
願
ハ
自
由
之
様
相
聞
候
、
然
と

も
祖
父
之
名
を
付
居
候
得
と
も
、
父
之
名
ニ
相
成
度
と
の
願
ハ
格
別

之
事 但

、
右
之
分
父
或
祖
父
又
ハ
先
祖
等
之
名
被
遂
御
分
別
候
得
と
も
、

身
近
き
間
ニ
同
名
有
之
或
同
名
字
ニ
て
何
右
衛
門
・
何
左
衛

門
な
と
の
紛
た
る
事
有
之
、
改
度
と
の
願
者
是
又
格
別
之
事 

最
初
の
箇
条
に
あ
る
よ
う
に
、
「
童
名
」
を
「
男
名
」
に
改
め
る
こ
と

は
「
勝
手
次
第
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
臣
個
々
が
自
由
に
「
男
名
」

を
名
乗
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
届
け
出
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
一
旦
「
男
名
」
を
届
け
出
た
後
に
、
そ
れ
が
先
祖
の
名
と

無
関
係
な
場
合
、
父
・
祖
父
・
先
祖
の
名
に
改
め
た
い
と
き
は
、
そ
の
理

由
を
述
べ
て
申
し
出
れ
ば
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
父
祖
の
名
に
改
め
た
の
ち
、
再
び
別
の
父
祖
の
名
に
改
め
る
こ
と

は
自
由
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
父
の
名
は
格
別
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
父
以
外
の
先
祖
の
名
に
、
次
々
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
と
藩
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
身
近
き
間
」
つ
ま
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「
御
一
門
中
幷
加
判
役
之
衆
」
つ
ま
り
一
門
八
家
（
宍
戸
・
右
田
毛
利
・

厚
狭
毛
利
・
吉
敷
毛
利
・
阿
川
毛
利
・
大
野
毛
利
の
一
門
と
、
永
代
家
老
益

田
・
福
原
の
二
家
）
と
「
加
判
役
之
衆
」
（
寄
組
の
家
臣
と
し
て
お
く
）
に

は
一
字
拝
領
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
「
其
外
之
衆
」
つ
ま
り
大
組
以
下
の

家
臣
に
は
、
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
、
い
ず
れ
役
人
を
定
め
て
「
其
沙
汰

被
仰
付
筈
ニ
候
事
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
付
で
は
、
方
針
と
し
て
は
前

代
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
も
の
の
、
明
言
は
避
け
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。 

表
２
に
よ
れ
ば
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
「
一
字
書
出
」
が
発

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
年
二
月
の
綱
広
隠
居
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
次
代
の
吉
就
以
降
、
寄
組
以
上
に
は
一
字
が
与
え
ら
れ
た
が
、
大
組

以
下
の
家
臣
に
は
、
偏
諱
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

代
替
わ
り
以
降
、
藩
主
の
一
字
が
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
家

臣
団
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
前
代
ま
で
の
慣
習
が
継

続
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
大
組
の
家
臣
を
中

心
に
不
満
が
あ
り
、
加
判
衆
を
務
め
る
一
門
八
家
・
寄
組
の
家
臣
た
ち
も
、

同
様
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

主
従
関
係
に
お
い
て
家
臣
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
恩
」
を
表

現
し
た
判
物
の
発
給
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
に
、
不
満
が
出
て
も
不

思
議
は
な
い
。
関
ヶ
原
戦
以
降
、
戦
さ
に
よ
る
領
地
拡
大
に
伴
う
恩
賞
は

ほ
ぼ
期
待
で
き
な
い
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
家
臣
が
番
方
・
役
方
の
務
め

に
よ
っ
て
余
程
際
立
っ
た
働
き
を
す
る
以
外
に
は
、
な
か
な
か
加
増
も
期

待
で
き
な
か
っ
た
。
秀
就
時
代
に
は
、
家
臣
の
生
涯
に
お
け
る
節
目
ご
と

に
丁
寧
に
判
物
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
家
臣
団
か
ら
す
れ
ば
、

幼
少
で
家
督
を
相
続
し
た
綱
広
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
が
な
い
こ
と

表２ 毛利綱広が発給した判物 

巻 号 文書名 宛名 年月日 

16 34 毛利綱広知行宛行状 椙森就幸 承応2（1653） 6.10 

12 8 毛利綱広官途書出 桂就政 承応2（1653） 6.18 

26 19 毛利綱広官途書出 児玉就征 承応2（1653） 6.18 

28 10 毛利綱広官途書出 井原就久 承応3（1654） 7. 1 

28 11 毛利綱広官途書出 井原就行 承応3（1654） 7. 1 

30 3 毛利綱広知行宛行状 繁沢就充 寛文9（1669） 2.28 

15 69 毛利綱広一字書出 国司広直 天和2（1682） 9. 6 

28 1 毛利綱広一字書出 国司広通 天和2（1682） 9. 6 

13 53 毛利綱広一字書出 山内広直 天和3（1683）11. 1 

24 19 毛利綱広一字書出 佐世広長 天和3（1683）11. 1 

17 77 毛利綱広一字書出 児玉広行 貞享2（1685）12. 1 

【典拠】山口県文書館『萩藩閥閲録』第１巻（1967年）。 

(註)椙森(志道)と繁沢への知行宛行は極めて稀な処遇で、幼少で家督を

継いだ綱広を支えた功労によるものであろう。 
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に
対
す
る
疑
問
や
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
降
に
藩
の
方
針
が
示
さ
れ
た
書
付
や
記
録
は

な
い
。
国
司
広
孝
の
「
聞
書
」
の
な
か
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
（

10
）

。 

一
一
字
之
判
物
ハ
（
中
略
）
於
御
当
家
者
従
往
古
上
輩
江
者
竪
紙
、
組 

付
者
横
折
与
見
え
候
、
然
共
綱
広
公
以
来
一
切
組
付
江
之
御
判
物
被 

下
候
儀
ハ
無
之
候
事 

毛
利
家
で
は
、
「
一
字
書
出
」
は
「
上
輩
」
（
寄
組
以
上
）
に
は
竪
紙
、

「
組
付
」
（
大
組
）
は
横
折
（
折
紙
）
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
綱
広
の

代
に
な
っ
て
か
ら
「
組
付
」
に
は
判
物
が
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う

客
観
的
事
実
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

当
時
で
も
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
情
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
つ
い
て
は
、
筆
者
も
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

な
お
、
「
聞
書
」
に
あ
る
「
組
付
」
へ
の
判
物
は
、
横
折
奉
書
だ
っ
た

す
る
記
述
と
違
い
、
大
組
の
家
々
が
伝
え
る
判
物
の
多
く
は
竪
紙
で
あ
る
。

横
折
の
判
物
は
、
大
組
よ
り
さ
ら
に
下
の
者
へ
発
給
さ
れ
た
場
合
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

述
べ
た
よ
う
に
、
輝
元
・
秀
就
父
子
は
幅
広
く
家
臣
に
諱
と
仮
名
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
「
名
字
」
に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
閥
閲
録
」
だ
け
見
て
い
て
も
か
な
り
の
事
例
に
気
付
く
。

輝
元
の
時
代
、
例
え
ば
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
正
月
に
安
国
寺
恵
瓊

を
通
じ
て
輝
元
へ
「
名
字
替
申
度
」
と
願
い
出
た
周
布
吉
兵
衛
は
、
「
其

方
名
字
之
事
、
先
以
杉
岡
可
然
候
」
と
「
杉
岡
」
へ
の
「
名
字
替
」
が
許

さ
れ
て
い
る
（

11
）

。 

秀
就
が
関
わ
っ
た
事
例
も
多
い
。
大
組
新
山
家
は
、
元
々
の
名
字

「
新
屋
」
が
商
人
の
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
理
由
で
、
藩
主
の
命

に
よ
っ
て
、
新
山
に
「
名
字
替
」
を
し
た
（

12
）

。
ま
た
秀
就
の
小
姓
と

し
て
仕
え
、
そ
の
後
諸
役
を
務
め
た
竹
田
就
景
は
、
「
竹
田
之
名
字
」
は

「
医
業
之
身
柄
ニ
而
茂
無
之
候
条
、
竹
田
之
名
字
相
改
候
様
ニ
」
と
秀
就

の
命
令
で
、
小
浜
に
「
名
字
替
」
を
し
た
。
さ
ら
に
、
母
方
の
本
家
毛
利

宮
内
殿
就
方
（
阿
川
毛
利
）
か
ら
「
三
浦
之
称
号
」
の
免
許
を
う
け
た
う

え
で
、
願
い
出
て
三
浦
に
名
字
を
替
え
た
（

13
）

。
こ
の
よ
う
に
、
藩
主

の
命
に
よ
っ
て
家
臣
が
名
字
を
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

以
上
、
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
、
家
臣
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
が
替
わ

る
、
あ
る
い
は
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
家
臣
側
か
ら
そ
れ
ら

を
変
更
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
仮
名
（
通
称
）
、
実

名
（
諱
）
、
名
字
を
め
ぐ
る
、
藩
主
と
家
臣
の
関
係
は
、
秀
就
の
代
と
綱

広
の
代
で
濃
淡
が
あ
っ
た
。
前
者
の
と
き
は
、
家
臣
の
諱
に
用
い
る
一
字

や
仮
名
に
つ
い
て
判
物
を
発
給
し
、
ま
た
名
字
に
つ
い
て
も
藩
主
が
指
示

し
て
替
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
か
も
し
れ
な

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

七
九
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（
左
） 

い
が
、
そ
れ
だ
け
主
従
の
関
係
が
濃
密
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

三 

「
名
字
替
」
「
名
替
」
の
問
題 

 秀
就
の
時
代
、
家
臣
は
藩
主
か
ら
拝
領
し
た
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書

出
」
「
受
領
書
出
」
に
記
さ
れ
た
仮
名
（
通
称
）
を
名
乗
っ
た
。
藩
主
か

ら
拝
領
し
た
仮
名
は
、
簡
単
に
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
判
物
を
拝
領
で
き
な
い
家
臣
も
い
た
は
ず

で
、
そ
の
家
臣
た
ち
は
、
自
ら
の
仮
名
を
届
け
出
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 綱

広
の
代
に
な
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
物
に
よ
る
仮
名
の

拝
領
は
ほ
ぼ
皆
無
と
な
っ
た
。
家
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
を
藩
へ
届
け

出
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
家
臣

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
、
「
名
替
」
を
願
い
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
名
字

の
変
更
に
つ
い
て
も
、
藩
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

表
３
は
、
延
宝
七
・
八
年
（
一
六
七
九
・
八
〇
）
に
「
名
字
替
」

「
名
替
」
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
家
臣
の
一
覧
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
二

一
家
あ
り
、
そ
の
全
て
が
「
名
字
替
」
を
し
、
一
〇
家
は
「
名
替
」
も

し
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
「
名
字
替
」
の
家
臣
は
す
べ
て
「
本
名
」
に

戻
し
た
と
あ
る
。
「
名
字
替
」
が
簡
単
に
ま
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
混
乱
を
招
く
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。 

藩
と
し
て
は
、
家
臣
の
「
名
字
替
」
「
名
替
」
に
関
し
て
一
定
の
基
準

を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
の
法
令
を
見
て
お
こ
う
（

14
）

。 

名
替
・
名
字
替
之
御
理
近
年
猥
相
成
候
故
、
右
之
通
ニ
可
被
仰
付
と 

の
惣
談
ニ
て
御
国
へ
申
遣
候
事 

表３ 「名字替」・「名替」の例 

年 月 日 家臣名 変更後 

延宝７ 

(1679) 

1 26 江原十兵衛 土肥小介 

3 11 前原久左衛門 馬屋原久左衛門 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡助右衛門 

3 11 浅屋一郎左衛門 小幡彦七 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡伝右衛門 

3 11 塩谷宇兵衛 小幡宇兵衛 

10 13 杉岡左介 周布孫右衛門 

10 13 杉岡九郎兵衛 周布九郎兵衛 

10 13 斎藤源右衛門 山名源七 

12 29 太田祖閑 中原治兵衛 

延宝８ 

(1680) 

4 13 三保十右衛門 羽根喜平次 

4 13 末近五郎兵衛  中原五郎兵衛 

4 16 斎藤四郎左衛門 山名四郎左衛門 

4 16 井上六左衛門 河野六左衛門 

4 16 小林平八 奥平源兵衛 

4 16 三輪新右衛門 渋屋木工左衛門 

9 27 上田市左衛門 国貞甚右衛門 

9 27 永原小兵衛 児玉小兵衛 

9 27 須子半右衛門 高田半右衛門 

12 14 大深五右衛門 嶋田五右衛門 

12 29 河野半兵衛 赤川彦兵衛 
【典拠】毛利家文庫22諸臣54「御家来万控」。延宝7年は改名前
後の名のみが記される。同8年は短文で記載され、先祖の名とあ
る赤川以外は「本名」への「名字替」とある。 
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一
名
・
名
字
共
ニ
、
縦
先
祖
之
名
・
名
字
た
り
と
も
御
断
不
被
及
御
沙
汰 

 
候 

但
、
替
候
ハ
て
不
叶
子
細
指
向
た
る
儀
ニ
て
、
理
於
至
極
者
各

別
之
事 

付
、
名
之
儀
、
若
輩
名
ニ
て
元
服
を
も
仕
た
る
上
ニ
て
ハ
、
名
乗

く
る
し
き
若
輩
名
な
と
は
被
遣
事 

（
以
下
、
付
書
二
ヶ
条
略
） 

こ
の
法
令
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
二
一
日
に
当
役
粟
屋
帯

刀
か
ら
国
元
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
名
替
・
名
字
替
之
御
理
近

年
猥
相
成
候
故
」
と
、
近
年
家
臣
か
ら
の
願
い
出
が
猥
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
字
・
名
と
も
に
先
祖
の
も
の
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
そ
の
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
表
３
は
、
「
猥
り
」
に

な
っ
た
一
端
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
名
字
替
」
や
「
名
替
」
を

し
な
い
と
支
障
が
あ
る
と
い
う
、
特
段
の
理
由
が
あ
れ
ば
許
可
す
る
が
、

そ
れ
以
外
は
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
服
後
の
名
乗
り
と
し
て

は
支
障
が
あ
る
若
輩
名
や
、
省
略
し
た
付
書
で
家
に
伝
わ
る
由
緒
あ
る
名

に
つ
い
て
は
特
別
に
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
法
令
（

15
）

を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

覚 

一
童
名
ゟ
男
名
改
候
儀
、
前
々
之
通
勝
手
次
第
之
事 

一
童
名
ゟ
男
名
ニ
改
候
儀
、
前
廉
被
遂
御
分
別
候
、
雖
然
先
祖
之
名
に

て
も
無
之
候
故
、
或
父
之
名
或
祖
父
之
名
其
外
先
祖
之
名
ニ
改
度
願

ハ
、
其
子
細
書
付
申
出
候
事 

一
童
名
を
右
之
通
父
・
祖
父
・
先
祖
等
之
名
ニ
願
出
、
一
旦
被
遂
御
分

別
候
を
、
又
先
祖
之
名
ニ
改
度
と
の
願
ハ
自
由
之
様
相
聞
候
、
然
と

も
祖
父
之
名
を
付
居
候
得
と
も
、
父
之
名
ニ
相
成
度
と
の
願
ハ
格
別

之
事 但

、
右
之
分
父
或
祖
父
又
ハ
先
祖
等
之
名
被
遂
御
分
別
候
得
と
も
、

身
近
き
間
ニ
同
名
有
之
或
同
名
字
ニ
て
何
右
衛
門
・
何
左
衛

門
な
と
の
紛
た
る
事
有
之
、
改
度
と
の
願
者
是
又
格
別
之
事 

最
初
の
箇
条
に
あ
る
よ
う
に
、
「
童
名
」
を
「
男
名
」
に
改
め
る
こ
と

は
「
勝
手
次
第
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
臣
個
々
が
自
由
に
「
男
名
」

を
名
乗
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
届
け
出
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
一
旦
「
男
名
」
を
届
け
出
た
後
に
、
そ
れ
が
先
祖
の
名
と

無
関
係
な
場
合
、
父
・
祖
父
・
先
祖
の
名
に
改
め
た
い
と
き
は
、
そ
の
理

由
を
述
べ
て
申
し
出
れ
ば
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
父
祖
の
名
に
改
め
た
の
ち
、
再
び
別
の
父
祖
の
名
に
改
め
る
こ
と

は
自
由
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
父
の
名
は
格
別
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
父
以
外
の
先
祖
の
名
に
、
次
々
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
と
藩
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
身
近
き
間
」
つ
ま

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

八
〇
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（
左
） 

い
が
、
そ
れ
だ
け
主
従
の
関
係
が
濃
密
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

三 

「
名
字
替
」
「
名
替
」
の
問
題 

 秀
就
の
時
代
、
家
臣
は
藩
主
か
ら
拝
領
し
た
「
仮
名
書
出
」
「
官
途
書

出
」
「
受
領
書
出
」
に
記
さ
れ
た
仮
名
（
通
称
）
を
名
乗
っ
た
。
藩
主
か

ら
拝
領
し
た
仮
名
は
、
簡
単
に
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
判
物
を
拝
領
で
き
な
い
家
臣
も
い
た
は
ず

で
、
そ
の
家
臣
た
ち
は
、
自
ら
の
仮
名
を
届
け
出
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。 綱

広
の
代
に
な
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
物
に
よ
る
仮
名
の

拝
領
は
ほ
ぼ
皆
無
と
な
っ
た
。
家
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
を
藩
へ
届
け

出
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
家
臣

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
、
「
名
替
」
を
願
い
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
名
字

の
変
更
に
つ
い
て
も
、
藩
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

表
３
は
、
延
宝
七
・
八
年
（
一
六
七
九
・
八
〇
）
に
「
名
字
替
」

「
名
替
」
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
家
臣
の
一
覧
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
二

一
家
あ
り
、
そ
の
全
て
が
「
名
字
替
」
を
し
、
一
〇
家
は
「
名
替
」
も

し
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
「
名
字
替
」
の
家
臣
は
す
べ
て
「
本
名
」
に

戻
し
た
と
あ
る
。
「
名
字
替
」
が
簡
単
に
ま
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
混
乱
を
招
く
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。 

藩
と
し
て
は
、
家
臣
の
「
名
字
替
」
「
名
替
」
に
関
し
て
一
定
の
基
準

を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
の
法
令
を
見
て
お
こ
う
（

14
）

。 

名
替
・
名
字
替
之
御
理
近
年
猥
相
成
候
故
、
右
之
通
ニ
可
被
仰
付
と 

の
惣
談
ニ
て
御
国
へ
申
遣
候
事 

表３ 「名字替」・「名替」の例 

年 月 日 家臣名 変更後 

延宝７ 

(1679) 

1 26 江原十兵衛 土肥小介 

3 11 前原久左衛門 馬屋原久左衛門 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡助右衛門 

3 11 浅屋一郎左衛門 小幡彦七 

3 11 塩谷伝右衛門 小幡伝右衛門 

3 11 塩谷宇兵衛 小幡宇兵衛 

10 13 杉岡左介 周布孫右衛門 

10 13 杉岡九郎兵衛 周布九郎兵衛 

10 13 斎藤源右衛門 山名源七 

12 29 太田祖閑 中原治兵衛 

延宝８ 

(1680) 

4 13 三保十右衛門 羽根喜平次 

4 13 末近五郎兵衛  中原五郎兵衛 

4 16 斎藤四郎左衛門 山名四郎左衛門 

4 16 井上六左衛門 河野六左衛門 

4 16 小林平八 奥平源兵衛 

4 16 三輪新右衛門 渋屋木工左衛門 

9 27 上田市左衛門 国貞甚右衛門 

9 27 永原小兵衛 児玉小兵衛 

9 27 須子半右衛門 高田半右衛門 

12 14 大深五右衛門 嶋田五右衛門 

12 29 河野半兵衛 赤川彦兵衛 
【典拠】毛利家文庫22諸臣54「御家来万控」。延宝7年は改名前
後の名のみが記される。同8年は短文で記載され、先祖の名とあ
る赤川以外は「本名」への「名字替」とある。 
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一
名
・
名
字
共
ニ
、
縦
先
祖
之
名
・
名
字
た
り
と
も
御
断
不
被
及
御
沙
汰 

 

候 

但
、
替
候
ハ
て
不
叶
子
細
指
向
た
る
儀
ニ
て
、
理
於
至
極
者
各

別
之
事 

付
、
名
之
儀
、
若
輩
名
ニ
て
元
服
を
も
仕
た
る
上
ニ
て
ハ
、
名
乗

く
る
し
き
若
輩
名
な
と
は
被
遣
事 

（
以
下
、
付
書
二
ヶ
条
略
） 

こ
の
法
令
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
二
一
日
に
当
役
粟
屋
帯

刀
か
ら
国
元
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
名
替
・
名
字
替
之
御
理
近

年
猥
相
成
候
故
」
と
、
近
年
家
臣
か
ら
の
願
い
出
が
猥
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
名
字
・
名
と
も
に
先
祖
の
も
の
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
そ
の
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
表
３
は
、
「
猥
り
」
に

な
っ
た
一
端
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
名
字
替
」
や
「
名
替
」
を

し
な
い
と
支
障
が
あ
る
と
い
う
、
特
段
の
理
由
が
あ
れ
ば
許
可
す
る
が
、

そ
れ
以
外
は
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
服
後
の
名
乗
り
と
し
て

は
支
障
が
あ
る
若
輩
名
や
、
省
略
し
た
付
書
で
家
に
伝
わ
る
由
緒
あ
る
名

に
つ
い
て
は
特
別
に
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
法
令
（

15
）

を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

覚 

一
童
名
ゟ
男
名
改
候
儀
、
前
々
之
通
勝
手
次
第
之
事 

一
童
名
ゟ
男
名
ニ
改
候
儀
、
前
廉
被
遂
御
分
別
候
、
雖
然
先
祖
之
名
に

て
も
無
之
候
故
、
或
父
之
名
或
祖
父
之
名
其
外
先
祖
之
名
ニ
改
度
願

ハ
、
其
子
細
書
付
申
出
候
事 

一
童
名
を
右
之
通
父
・
祖
父
・
先
祖
等
之
名
ニ
願
出
、
一
旦
被
遂
御
分

別
候
を
、
又
先
祖
之
名
ニ
改
度
と
の
願
ハ
自
由
之
様
相
聞
候
、
然
と

も
祖
父
之
名
を
付
居
候
得
と
も
、
父
之
名
ニ
相
成
度
と
の
願
ハ
格
別

之
事 但

、
右
之
分
父
或
祖
父
又
ハ
先
祖
等
之
名
被
遂
御
分
別
候
得
と
も
、

身
近
き
間
ニ
同
名
有
之
或
同
名
字
ニ
て
何
右
衛
門
・
何
左
衛

門
な
と
の
紛
た
る
事
有
之
、
改
度
と
の
願
者
是
又
格
別
之
事 

最
初
の
箇
条
に
あ
る
よ
う
に
、
「
童
名
」
を
「
男
名
」
に
改
め
る
こ
と

は
「
勝
手
次
第
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
臣
個
々
が
自
由
に
「
男
名
」

を
名
乗
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
届
け
出
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
一
旦
「
男
名
」
を
届
け
出
た
後
に
、
そ
れ
が
先
祖
の
名
と

無
関
係
な
場
合
、
父
・
祖
父
・
先
祖
の
名
に
改
め
た
い
と
き
は
、
そ
の
理

由
を
述
べ
て
申
し
出
れ
ば
認
め
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
父
祖
の
名
に
改
め
た
の
ち
、
再
び
別
の
父
祖
の
名
に
改
め
る
こ
と

は
自
由
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
父
の
名
は
格
別
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
父
以
外
の
先
祖
の
名
に
、
次
々
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
と
藩
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
身
近
き
間
」
つ
ま

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

八
一
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い
う
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。 

萩
藩
は
給
禄
帳
に
よ
っ
て
家
臣
団
を
管
理
・
掌
握
し
て
い
た
が
、
元

文
五
年
に
生
じ
た
同
氏
同
名
の
問
題
は
藩
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
露
呈
し
た
。
そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
の
届
け
出
、
そ
の
後
の
「
名

替
」
の
届
け
出
、
ま
た
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
、
嫡
孫
出
生
後
の
届
け

出
等
々
、
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
細
か
く
家
臣
団
を

掌
握
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
よ
う
だ
。 

 

お
わ
り
に 

 

小
稿
で
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
・
名
字
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
、
家
臣
団
の
同
氏
同
名
の
問
題
が
生
じ
る
と
、

藩
は
紛
ら
わ
し
い
と
し
て
、
該
当
の
家
臣
へ
そ
の
仮
名
の
「
名
替
」
を
命

じ
て
同
氏
同
名
の
解
消
を
は
か
っ
た
。
仮
名
は
、
家
臣
の
家
ご
と
に
歴

史
・
由
緒
が
あ
り
、
ま
た
思
い
入
れ
も
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
係
争

に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
藩
は
、
各
家
臣
の
禄
高
と
名
字
と
仮
名

を
記
し
た
給
禄
帳
で
家
臣
団
を
把
握
し
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
家
臣
本
人
の
仮
名
だ
け
で
は
な
く
、
嫡
子
の
出
生
か

ら
そ
の
名
前
の
把
握
を
始
め
た
（
や
が
て
嫡
孫
も
）
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
同
氏
同
名
の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

初
代
藩
主
秀
就
の
時
代
は
、
多
く
の
家
臣
の
実
名
（
諱
）
・
仮
名
（
通

称
）
は
、
拝
領
し
た
判
物
（
一
字
書
出
、
仮
名
書
出
等
）
に
よ
っ
て
お
り
、

藩
主
か
ら
名
前
を
拝
領
し
て
い
た
。
二
代
綱
広
以
降
は
、
判
物
発
給
は
限

定
的
と
な
り
、
一
字
（
偏
諱
）
を
拝
領
す
る
寄
組
以
上
を
除
い
て
、
主
君

か
ら
名
前
を
拝
領
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
家

臣
は
仮
名
を
藩
へ
の
届
け
出
を
行
っ
た
後
、
「
名
替
」
も
た
び
た
び
行
う

者
も
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
た
め
、
猥

り
に
「
名
替
」
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
基
準
を
示
し
た
。 

な
お
、
小
稿
で
は
、
藩
に
よ
る
家
臣
本
人
・
嫡
子
・
嫡
孫
の
仮
名
や
年

齢
の
把
握
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
十
分
に
は
追
究
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
藩
政
初
期
か
ら
の
制
度
的
変
遷
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

註 （
１
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
。
同
書
一
八

五
頁
の
表
(6)
に
よ
れ
ば
、
元
文
期
の
家
臣
数
は
五
六
〇
〇
人
を
超
え
る
。
こ

の
う
ち
、
足
軽
・
中
間
ほ
か
「
凡
下
」
の
人
数
を
差
し
引
く
と
、
名
字
を
持

つ
家
臣
は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
る
。 
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（
２
）
毛
利
家
文
庫
52
給
禄
31
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
に
つ
い
て
は
、
文
庫
と
略

す
。 

（
３
）
文
庫
52
給
禄
107
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
。 

（
４
）
当
館
が
保
存
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
大
部
分
は
写
で
あ
る
。
遠
近
方
が
現

用
し
た
「
御
根
帳
」
（
横
長
帳
）
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
も
の

が
計
一
一
冊
あ
る
。
家
臣
の
異
動
は
、
ま
ず
朱
筆
で
書
か
れ
、
さ
ら
に
異
動

が
あ
る
と
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
。
拙
稿
「
萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠

近
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
四
八
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

（
５
）
扶
持
方
成
と
は
、
家
臣
の
借
銀
が
嵩
ん
で
家
中
役
が
務
め
ら
れ
な
く
な
り
、

そ
の
知
行
を
藩
が
管
理
下
に
置
い
て
借
銀
返
済
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
返
済

ま
で
当
人
に
は
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
家
中
役
は
免
除
さ
れ
た
。 

（
６
）
元
服
の
際
に
発
給
さ
れ
る
加
冠
状
に
一
字
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

（
７
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
～
四
（
『
遺
漏
』
を
除
く
）
に
収
録
さ
れ
た
毛
利
秀

就
の
判
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
数
で
、
官
途
・
仮
名
・
受
領
書
出
一
一
一
一

通
、
加
冠
状
・
一
字
書
出
三
〇
六
通
、
安
堵
状
二
二
〇
通
あ
る
。
無
給
帳
登

載
の
家
臣
の
ほ
か
、
足
軽
、
町
人
、
庄
屋
な
ど
、
発
給
対
象
は
幅
広
い
。 

（
８
）
文
庫
23
譜
録
い
４ 

「
譜
録 

井
上
五
左
衛
門
忠
亮
家
」
（
寛
保
元
年
）
。 

（
９
）
文
庫
40
法
令
15
「
御
書
附 

延
宝
三
年
ヨ
リ 

地
方
諸
法
度 

全
」
。 

（
10
）
文
庫
16
叢
書
36
「
聞
書 

上
・
中
・
下
」
。
目
録
の
解
題
に
は
、
寄
組

国
司
広
孝
が
諸
士
や
諸
書
よ
り
の
見
聞
を
順
不
同
に
ま
と
め
た
も
の
、
と
あ

る
。 

（
11
）
「
閥
閲
録
」
巻
121
ノ
３ 

周
布
吉
兵
衛
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
３
）
。 

（
12
）
「
閥
閲
録
」
巻
85 

新
山
十
郎
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
13
）
「
閥
閲
録
」
巻
78 

三
浦
判
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
14
）
文
庫
31
小
々
控
３
（
２
の
２
）
「
天
和
四
年 

諸
事
小
々
之
控
五
十
」
。 

（
15
）
文
庫
９
諸
省
51‐

１
「
諸
触
書
抜
壱
」
。 

（
16
）
文
庫
９
諸
省
51‐

５
「
諸
触
書
抜
五
」
。 

（
17
）
文
庫
９
諸
省52‐

５
「
触
書
抜
五
」。 

（
18
）
同
右
。 
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り
親
類
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
同
名
」
の
者
が
い
た
り
、
「
同
名
字
」
て

「
何
左
衛
門
」
「
何
右
衛
門
」
と
似
た
よ
う
な
名
前
が
い
る
の
で
「
名
替
」

を
し
た
い
場
合
も
格
別
と
し
て
い
る
。
願
い
出
れ
ば
、
簡
単
に
「
名
替
」

が
で
き
る
と
い
う
、
大
方
の
家
臣
の
認
識
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た

も
の
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
（
通
称
）
に
つ
い
て
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四

九
）
の
法
令
（

16
）

が
注
目
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 

覚 

御
家
来
中
同
氏
之
両
家
ゟ
同
名
を
願
出
候
衆
有
之
、
両
家
共
ニ
不
及 

沙
汰
、
願
書
付
差
返
候
儀
彼
是
有
之
候
、
古
キ
家
筋
之
儀
ハ
本
末
難 

分
り
茂
有
之
、
又
本
末
者
分
明
ニ
て
も
父
祖
之
志
を
以
、
先
祖
之
名 

を
次
男
・
三
男
ニ
付
ケ
置
、
子
孫
至
り
お
の
つ
か
ら
家
名
之
や
う
ニ 

相
成
た
る
も
可
有
之
候
、
右
之
類
当
時
見
渡
之
道
理
を
以
及
争
論
、 

 

公
儀
へ
申
出
被
遂
御
僉
儀
候
而
も
、
其
証
拠
も
不
分
明
、
本
躰
ハ
差 

置
、
申
結
之
是
非
ニ
よ
つ
て
御
咎
も
有
之
様
ニ
相
成
候
而
者
、
甚
以 

不
宜
儀
候
、
惣
而
他
門
ニ
て
も
一
和
仕
遂
御
奉
公
候
儀
勿
論
候
処
、 

親
類
間
是
等
之
儀
申
募
、
御
妨
を
掛
候
儀
有
之
間
敷
儀
ニ
付
、
自
今 

以
後
両
家
争
有
之
名
願
出
候
儀
一
向
被
差
留
候
、
万
一
不
折
相
之
内 

相
願
、
縦
被
遂
御
許
容
候
以
後
た
り
共
、
一
方
ゟ
不
折
相
之
段
申
出 

候
ハ
ヽ
、
不
構
理
非
名
替
可
被
仰
付
候
事 

付
、
只
今
迄
先
祖
名
之
儀
ニ
付
、
申
結
有
之
衆
名
替
相
願
被
遂
御

許
容
候
と
有
之
由
候
へ
共
、
此
儀
之
御
沙
汰
以
前
之
儀
ニ
付

名
替
者
不
被
仰
付
候
、
以
来
代
替
り
等
ニ
至
り
名
之
争
於
有

之
者
前
條
之
趣
を
以
、
可
被
相
心
得
候
事 

一
同
氏
同
名
有
之
候
而
者
、
紛
ハ
し
き
儀
ニ
付
本
人
嫡
子
共
ニ
申
合
改 

候
様
ニ
と
元
文
五
年
被
仰
付
、
於
于
今
者
同
氏
同
名
之
衆
無
之
候
、 

然
処
嫡
子
令
出
生
名
付
仕
置
、
追
而
申
出
候
儀
ニ
付
、
自
然
之
同
氏 

同
名
令
出
来
候
、
ケ
様
之
節
者
遠
近
方
ゟ
双
方
へ
内
意
可
相
達
候
条
、 

申
談
、
一
方
可
有
名
替
候
、
若
申
談
難
折
相
趣
も
候
ハ
ヽ
、
双
方
共 

可
被
相
改
候
事 

右
之
通
相
心
得
候
様
組
支
配
江
茂
可
被
申
触
候
、
以
上 

寛
延
二
巳
二
月 

 

益 

河
内 

 

最
初
に
、
同
氏
の
両
家
か
ら
同
名
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
双
方
と
も

に
認
め
ら
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
同
氏
の
親
類
の
中
で
本
家
を
主
張

す
る
者
も
い
る
が
、
本
・
末
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
本

末
が
明
確
な
場
合
で
も
、
先
祖
の
名
を
次
男
三
男
に
命
名
し
て
家
名
の
よ

う
に
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
争
論
の
要
因
と
な
り
、
家
臣
団
の

「
一
和
」
を
乱
す
こ
と
と
な
る
。
争
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
名
に
つ
い

て
は
今
後
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

次
の
箇
条
で
は
、
「
同
氏
同
名
」
が
問
題
と
な
っ
た
元
文
五
年
の
先
例
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を
述
べ
て
、
そ
の
後
は
同
様
な
問
題
は
発
生
じ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
嫡
子
出
生
後
、
仮
名
を
届
け
出
た
場
合
、
自
然
と
「
同
氏
同
名
」

の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
、
遠
近
方
が
双
方
へ
伝
え
て
協

議
し
て
「
一
方
」
の
「
名
替
」
を
促
す
も
の
と
す
る
が
、
も
し
折
り
合
い

が
つ
か
な
い
場
合
は
双
方
と
も
改
め
よ
と
し
た
。 

そ
の
後
、
藩
は
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
注
意
を

促
し
た
。
次
の
法
令
（

17
）

は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
の
も
の
で

あ
る
。 御

家
来
中
嫡
子
出
生
仕
候
節
者
、
早
速
支
配
方
江
相
届
可
申
段
、 

勿
論
之
儀
候
、
然
処
ニ
嫡
子
仕
候
段
早
速
不
申
出
を
茂
、
間
々
有 

之
、
兼
而
御
沙
汰
茂
相
成
候
処
、
甚
不
心
得
之
事
候
、
向
後
右
躰 

之
儀
於
有
之
者
依
品
被
仰
付
方
可
有
之
候
事 

右
之
通
被
仰
付
候
条
、
只
今
迄
不
相
届
分
も
早
々
申
出
候
様
可
被 

相
触
候
、
以
上 

 

嫡
子
出
生
の
と
き
は
、
ま
ず
支
配
方
（
所
属
す
る
組
）
へ
届
け
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
届
け
出
を
せ
ず
放
置
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
、
不

心
得
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
処
罰
す
る
と
し
た
。 

ま
た
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
法
令
（

18
）

で
は
、
嫡
孫
も
届
け
出

の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。 

諸
士
中
嫡
子
嫡
孫
出
生
之
砌
、
相
届
候
儀
勿
論
候
、
嫡
子
本
人
相

成
候
時
、
嫡
孫
者
嫡
子
ニ
相
成
候
、
其
段
早
速
相
届
筈
候
処
、
最

前
嫡
孫
出
生
之
時
分
届
候
故
、
其
以
後
届
不
及
と
心
得
候
者
も
有

之
様
相
聞
候
、
向
後
之
儀
者
嫡
子
本
人
ニ
成
候
時
、
其
嫡
子
有
之

者
ハ
頃
日
可
相
届
候
、
於
支
配
方
も
名
付
年
付
相
調
、
即
日
可
申

出
候
、
尤
只
今
迄
右
躰
之
者
有
之
候
ハ
丶
、
早
速
可
申
出
候
事 

諸
士
嫡
子
嫡
孫
有
之
者
、
嫡
孫
病
死
又
ハ
家
続
不
相
成
時
、
二
男

孫
・
三
男
孫
等
於
有
之
者
嫡
孫
成
申
出
候
ハ
丶
、
可
被
差
免
候
、

孫
養
子
ニ
ハ
只
今
迄
之
通
不
被
差
免
候
事 

嫡
子
が
本
人
に
な
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
家
督
を
継
い
だ
と
き
は
嫡
孫

が
嫡
子
に
な
る
。
そ
の
際
、
改
め
て
届
け
出
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

嫡
孫
出
生
の
時
に
だ
け
届
け
出
れ
ば
済
む
わ
け
で
は
な
く
、
順
を
お
っ

て
届
け
出
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
届
け
出
先
の
支
配
方
で
そ
の
者

の
「
名
付
・
年
付
」
つ
ま
り
名
前
と
年
齢
を
掌
握
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
ま
た
こ
の
法
令
で
は
嫡
孫
が
病
弱
で
家
督
が
取
れ
な
い
場
合
は
二

男
孫
・
三
男
孫
等
が
い
れ
ば
「
嫡
孫
成
」
を
さ
せ
て
届
け
出
る
よ
う
に

と
し
て
い
る
。 

な
お
、
嫡
子
の
名
（
童
名
・
男
名
）・
年
齢
、
嫡
孫
の
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
支
配
方
つ
ま
り
各
組
で
整
理
・
把
握
し
て
遠
近
方
に
届
け
る
よ
う

に
藩
は
指
示
し
た
。
そ
れ
は
遠
近
方
の
実
務
が
多
く
、
本
人
だ
け
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
嫡
子
・
嫡
孫
ま
で
整
理
・
把
握
す
る
に
は
多
忙
す
ぎ
る
と

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

八
二



  

                                      

15 

い
う
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。 

萩
藩
は
給
禄
帳
に
よ
っ
て
家
臣
団
を
管
理
・
掌
握
し
て
い
た
が
、
元

文
五
年
に
生
じ
た
同
氏
同
名
の
問
題
は
藩
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
露
呈
し
た
。
そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
の
届
け
出
、
そ
の
後
の
「
名

替
」
の
届
け
出
、
ま
た
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
、
嫡
孫
出
生
後
の
届
け

出
等
々
、
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
細
か
く
家
臣
団
を

掌
握
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
よ
う
だ
。 

 

お
わ
り
に 

 

小
稿
で
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
・
名
字
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
、
家
臣
団
の
同
氏
同
名
の
問
題
が
生
じ
る
と
、

藩
は
紛
ら
わ
し
い
と
し
て
、
該
当
の
家
臣
へ
そ
の
仮
名
の
「
名
替
」
を
命

じ
て
同
氏
同
名
の
解
消
を
は
か
っ
た
。
仮
名
は
、
家
臣
の
家
ご
と
に
歴

史
・
由
緒
が
あ
り
、
ま
た
思
い
入
れ
も
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
係
争

に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
藩
は
、
各
家
臣
の
禄
高
と
名
字
と
仮
名

を
記
し
た
給
禄
帳
で
家
臣
団
を
把
握
し
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
家
臣
本
人
の
仮
名
だ
け
で
は
な
く
、
嫡
子
の
出
生
か

ら
そ
の
名
前
の
把
握
を
始
め
た
（
や
が
て
嫡
孫
も
）
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
同
氏
同
名
の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

初
代
藩
主
秀
就
の
時
代
は
、
多
く
の
家
臣
の
実
名
（
諱
）
・
仮
名
（
通

称
）
は
、
拝
領
し
た
判
物
（
一
字
書
出
、
仮
名
書
出
等
）
に
よ
っ
て
お
り
、

藩
主
か
ら
名
前
を
拝
領
し
て
い
た
。
二
代
綱
広
以
降
は
、
判
物
発
給
は
限

定
的
と
な
り
、
一
字
（
偏
諱
）
を
拝
領
す
る
寄
組
以
上
を
除
い
て
、
主
君

か
ら
名
前
を
拝
領
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
家

臣
は
仮
名
を
藩
へ
の
届
け
出
を
行
っ
た
後
、
「
名
替
」
も
た
び
た
び
行
う

者
も
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
た
め
、
猥

り
に
「
名
替
」
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
基
準
を
示
し
た
。 

な
お
、
小
稿
で
は
、
藩
に
よ
る
家
臣
本
人
・
嫡
子
・
嫡
孫
の
仮
名
や
年

齢
の
把
握
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
十
分
に
は
追
究
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
藩
政
初
期
か
ら
の
制
度
的
変
遷
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

註 （
１
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
。
同
書
一
八

五
頁
の
表
(6)
に
よ
れ
ば
、
元
文
期
の
家
臣
数
は
五
六
〇
〇
人
を
超
え
る
。
こ

の
う
ち
、
足
軽
・
中
間
ほ
か
「
凡
下
」
の
人
数
を
差
し
引
く
と
、
名
字
を
持

つ
家
臣
は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
る
。 
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（
２
）
毛
利
家
文
庫
52
給
禄
31
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
に
つ
い
て
は
、
文
庫
と
略

す
。 

（
３
）
文
庫
52
給
禄
107
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
。 

（
４
）
当
館
が
保
存
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
大
部
分
は
写
で
あ
る
。
遠
近
方
が
現

用
し
た
「
御
根
帳
」
（
横
長
帳
）
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
も
の

が
計
一
一
冊
あ
る
。
家
臣
の
異
動
は
、
ま
ず
朱
筆
で
書
か
れ
、
さ
ら
に
異
動

が
あ
る
と
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
。
拙
稿
「
萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠

近
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
四
八
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

（
５
）
扶
持
方
成
と
は
、
家
臣
の
借
銀
が
嵩
ん
で
家
中
役
が
務
め
ら
れ
な
く
な
り
、

そ
の
知
行
を
藩
が
管
理
下
に
置
い
て
借
銀
返
済
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
返
済

ま
で
当
人
に
は
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
家
中
役
は
免
除
さ
れ
た
。 

（
６
）
元
服
の
際
に
発
給
さ
れ
る
加
冠
状
に
一
字
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

（
７
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
～
四
（
『
遺
漏
』
を
除
く
）
に
収
録
さ
れ
た
毛
利
秀

就
の
判
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
数
で
、
官
途
・
仮
名
・
受
領
書
出
一
一
一
一

通
、
加
冠
状
・
一
字
書
出
三
〇
六
通
、
安
堵
状
二
二
〇
通
あ
る
。
無
給
帳
登

載
の
家
臣
の
ほ
か
、
足
軽
、
町
人
、
庄
屋
な
ど
、
発
給
対
象
は
幅
広
い
。 

（
８
）
文
庫
23
譜
録
い
４ 

「
譜
録 

井
上
五
左
衛
門
忠
亮
家
」
（
寛
保
元
年
）
。 

（
９
）
文
庫
40
法
令
15
「
御
書
附 

延
宝
三
年
ヨ
リ 

地
方
諸
法
度 

全
」
。 

（
10
）
文
庫
16
叢
書
36
「
聞
書 

上
・
中
・
下
」
。
目
録
の
解
題
に
は
、
寄
組

国
司
広
孝
が
諸
士
や
諸
書
よ
り
の
見
聞
を
順
不
同
に
ま
と
め
た
も
の
、
と
あ

る
。 

（
11
）
「
閥
閲
録
」
巻
121
ノ
３ 

周
布
吉
兵
衛
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
３
）
。 

（
12
）
「
閥
閲
録
」
巻
85 

新
山
十
郎
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
13
）
「
閥
閲
録
」
巻
78 

三
浦
判
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
14
）
文
庫
31
小
々
控
３
（
２
の
２
）
「
天
和
四
年 

諸
事
小
々
之
控
五
十
」
。 

（
15
）
文
庫
９
諸
省
51‐

１
「
諸
触
書
抜
壱
」
。 

（
16
）
文
庫
９
諸
省
51‐

５
「
諸
触
書
抜
五
」
。 

（
17
）
文
庫
９
諸
省52‐

５
「
触
書
抜
五
」。 

（
18
）
同
右
。 
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り
親
類
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
同
名
」
の
者
が
い
た
り
、
「
同
名
字
」
て

「
何
左
衛
門
」
「
何
右
衛
門
」
と
似
た
よ
う
な
名
前
が
い
る
の
で
「
名
替
」

を
し
た
い
場
合
も
格
別
と
し
て
い
る
。
願
い
出
れ
ば
、
簡
単
に
「
名
替
」

が
で
き
る
と
い
う
、
大
方
の
家
臣
の
認
識
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た

も
の
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
（
通
称
）
に
つ
い
て
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四

九
）
の
法
令
（

16
）

が
注
目
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 

覚 

御
家
来
中
同
氏
之
両
家
ゟ
同
名
を
願
出
候
衆
有
之
、
両
家
共
ニ
不
及 

沙
汰
、
願
書
付
差
返
候
儀
彼
是
有
之
候
、
古
キ
家
筋
之
儀
ハ
本
末
難 

分
り
茂
有
之
、
又
本
末
者
分
明
ニ
て
も
父
祖
之
志
を
以
、
先
祖
之
名 

を
次
男
・
三
男
ニ
付
ケ
置
、
子
孫
至
り
お
の
つ
か
ら
家
名
之
や
う
ニ 

相
成
た
る
も
可
有
之
候
、
右
之
類
当
時
見
渡
之
道
理
を
以
及
争
論
、 

 

公
儀
へ
申
出
被
遂
御
僉
儀
候
而
も
、
其
証
拠
も
不
分
明
、
本
躰
ハ
差 

置
、
申
結
之
是
非
ニ
よ
つ
て
御
咎
も
有
之
様
ニ
相
成
候
而
者
、
甚
以 

不
宜
儀
候
、
惣
而
他
門
ニ
て
も
一
和
仕
遂
御
奉
公
候
儀
勿
論
候
処
、 

親
類
間
是
等
之
儀
申
募
、
御
妨
を
掛
候
儀
有
之
間
敷
儀
ニ
付
、
自
今 

以
後
両
家
争
有
之
名
願
出
候
儀
一
向
被
差
留
候
、
万
一
不
折
相
之
内 

相
願
、
縦
被
遂
御
許
容
候
以
後
た
り
共
、
一
方
ゟ
不
折
相
之
段
申
出 

候
ハ
ヽ
、
不
構
理
非
名
替
可
被
仰
付
候
事 

付
、
只
今
迄
先
祖
名
之
儀
ニ
付
、
申
結
有
之
衆
名
替
相
願
被
遂
御

許
容
候
と
有
之
由
候
へ
共
、
此
儀
之
御
沙
汰
以
前
之
儀
ニ
付

名
替
者
不
被
仰
付
候
、
以
来
代
替
り
等
ニ
至
り
名
之
争
於
有

之
者
前
條
之
趣
を
以
、
可
被
相
心
得
候
事 

一
同
氏
同
名
有
之
候
而
者
、
紛
ハ
し
き
儀
ニ
付
本
人
嫡
子
共
ニ
申
合
改 

候
様
ニ
と
元
文
五
年
被
仰
付
、
於
于
今
者
同
氏
同
名
之
衆
無
之
候
、 

然
処
嫡
子
令
出
生
名
付
仕
置
、
追
而
申
出
候
儀
ニ
付
、
自
然
之
同
氏 

同
名
令
出
来
候
、
ケ
様
之
節
者
遠
近
方
ゟ
双
方
へ
内
意
可
相
達
候
条
、 

申
談
、
一
方
可
有
名
替
候
、
若
申
談
難
折
相
趣
も
候
ハ
ヽ
、
双
方
共 

可
被
相
改
候
事 

右
之
通
相
心
得
候
様
組
支
配
江
茂
可
被
申
触
候
、
以
上 

寛
延
二
巳
二
月 

 

益 

河
内 

 

最
初
に
、
同
氏
の
両
家
か
ら
同
名
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
双
方
と
も

に
認
め
ら
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
同
氏
の
親
類
の
中
で
本
家
を
主
張

す
る
者
も
い
る
が
、
本
・
末
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
本

末
が
明
確
な
場
合
で
も
、
先
祖
の
名
を
次
男
三
男
に
命
名
し
て
家
名
の
よ

う
に
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
争
論
の
要
因
と
な
り
、
家
臣
団
の

「
一
和
」
を
乱
す
こ
と
と
な
る
。
争
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
名
に
つ
い

て
は
今
後
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

次
の
箇
条
で
は
、
「
同
氏
同
名
」
が
問
題
と
な
っ
た
元
文
五
年
の
先
例

  

                                      

14 

を
述
べ
て
、
そ
の
後
は
同
様
な
問
題
は
発
生
じ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
嫡
子
出
生
後
、
仮
名
を
届
け
出
た
場
合
、
自
然
と
「
同
氏
同
名
」

の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
、
遠
近
方
が
双
方
へ
伝
え
て
協

議
し
て
「
一
方
」
の
「
名
替
」
を
促
す
も
の
と
す
る
が
、
も
し
折
り
合
い

が
つ
か
な
い
場
合
は
双
方
と
も
改
め
よ
と
し
た
。 

そ
の
後
、
藩
は
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
注
意
を

促
し
た
。
次
の
法
令
（

17
）

は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
の
も
の
で

あ
る
。 御

家
来
中
嫡
子
出
生
仕
候
節
者
、
早
速
支
配
方
江
相
届
可
申
段
、 

勿
論
之
儀
候
、
然
処
ニ
嫡
子
仕
候
段
早
速
不
申
出
を
茂
、
間
々
有 

之
、
兼
而
御
沙
汰
茂
相
成
候
処
、
甚
不
心
得
之
事
候
、
向
後
右
躰 

之
儀
於
有
之
者
依
品
被
仰
付
方
可
有
之
候
事 

右
之
通
被
仰
付
候
条
、
只
今
迄
不
相
届
分
も
早
々
申
出
候
様
可
被 

相
触
候
、
以
上 

 

嫡
子
出
生
の
と
き
は
、
ま
ず
支
配
方
（
所
属
す
る
組
）
へ
届
け
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
届
け
出
を
せ
ず
放
置
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
、
不

心
得
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
処
罰
す
る
と
し
た
。 

ま
た
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
法
令
（

18
）

で
は
、
嫡
孫
も
届
け
出

の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。 

諸
士
中
嫡
子
嫡
孫
出
生
之
砌
、
相
届
候
儀
勿
論
候
、
嫡
子
本
人
相

成
候
時
、
嫡
孫
者
嫡
子
ニ
相
成
候
、
其
段
早
速
相
届
筈
候
処
、
最

前
嫡
孫
出
生
之
時
分
届
候
故
、
其
以
後
届
不
及
と
心
得
候
者
も
有

之
様
相
聞
候
、
向
後
之
儀
者
嫡
子
本
人
ニ
成
候
時
、
其
嫡
子
有
之

者
ハ
頃
日
可
相
届
候
、
於
支
配
方
も
名
付
年
付
相
調
、
即
日
可
申

出
候
、
尤
只
今
迄
右
躰
之
者
有
之
候
ハ
丶
、
早
速
可
申
出
候
事 

諸
士
嫡
子
嫡
孫
有
之
者
、
嫡
孫
病
死
又
ハ
家
続
不
相
成
時
、
二
男

孫
・
三
男
孫
等
於
有
之
者
嫡
孫
成
申
出
候
ハ
丶
、
可
被
差
免
候
、

孫
養
子
ニ
ハ
只
今
迄
之
通
不
被
差
免
候
事 

嫡
子
が
本
人
に
な
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
家
督
を
継
い
だ
と
き
は
嫡
孫

が
嫡
子
に
な
る
。
そ
の
際
、
改
め
て
届
け
出
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

嫡
孫
出
生
の
時
に
だ
け
届
け
出
れ
ば
済
む
わ
け
で
は
な
く
、
順
を
お
っ

て
届
け
出
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
届
け
出
先
の
支
配
方
で
そ
の
者

の
「
名
付
・
年
付
」
つ
ま
り
名
前
と
年
齢
を
掌
握
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
ま
た
こ
の
法
令
で
は
嫡
孫
が
病
弱
で
家
督
が
取
れ
な
い
場
合
は
二

男
孫
・
三
男
孫
等
が
い
れ
ば
「
嫡
孫
成
」
を
さ
せ
て
届
け
出
る
よ
う
に

と
し
て
い
る
。 

な
お
、
嫡
子
の
名
（
童
名
・
男
名
）・
年
齢
、
嫡
孫
の
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
支
配
方
つ
ま
り
各
組
で
整
理
・
把
握
し
て
遠
近
方
に
届
け
る
よ
う

に
藩
は
指
示
し
た
。
そ
れ
は
遠
近
方
の
実
務
が
多
く
、
本
人
だ
け
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
嫡
子
・
嫡
孫
ま
で
整
理
・
把
握
す
る
に
は
多
忙
す
ぎ
る
と

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

八
三
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い
う
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。 

萩
藩
は
給
禄
帳
に
よ
っ
て
家
臣
団
を
管
理
・
掌
握
し
て
い
た
が
、
元

文
五
年
に
生
じ
た
同
氏
同
名
の
問
題
は
藩
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
露
呈
し
た
。
そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
の
届
け
出
、
そ
の
後
の
「
名

替
」
の
届
け
出
、
ま
た
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
、
嫡
孫
出
生
後
の
届
け

出
等
々
、
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
細
か
く
家
臣
団
を

掌
握
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
よ
う
だ
。 

 

お
わ
り
に 

 

小
稿
で
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
・
名
字
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
、
家
臣
団
の
同
氏
同
名
の
問
題
が
生
じ
る
と
、

藩
は
紛
ら
わ
し
い
と
し
て
、
該
当
の
家
臣
へ
そ
の
仮
名
の
「
名
替
」
を
命

じ
て
同
氏
同
名
の
解
消
を
は
か
っ
た
。
仮
名
は
、
家
臣
の
家
ご
と
に
歴

史
・
由
緒
が
あ
り
、
ま
た
思
い
入
れ
も
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
係
争

に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
藩
は
、
各
家
臣
の
禄
高
と
名
字
と
仮
名

を
記
し
た
給
禄
帳
で
家
臣
団
を
把
握
し
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
家
臣
本
人
の
仮
名
だ
け
で
は
な
く
、
嫡
子
の
出
生
か

ら
そ
の
名
前
の
把
握
を
始
め
た
（
や
が
て
嫡
孫
も
）
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
同
氏
同
名
の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

初
代
藩
主
秀
就
の
時
代
は
、
多
く
の
家
臣
の
実
名
（
諱
）
・
仮
名
（
通

称
）
は
、
拝
領
し
た
判
物
（
一
字
書
出
、
仮
名
書
出
等
）
に
よ
っ
て
お
り
、

藩
主
か
ら
名
前
を
拝
領
し
て
い
た
。
二
代
綱
広
以
降
は
、
判
物
発
給
は
限

定
的
と
な
り
、
一
字
（
偏
諱
）
を
拝
領
す
る
寄
組
以
上
を
除
い
て
、
主
君

か
ら
名
前
を
拝
領
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
家

臣
は
仮
名
を
藩
へ
の
届
け
出
を
行
っ
た
後
、
「
名
替
」
も
た
び
た
び
行
う

者
も
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
た
め
、
猥

り
に
「
名
替
」
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
基
準
を
示
し
た
。 

な
お
、
小
稿
で
は
、
藩
に
よ
る
家
臣
本
人
・
嫡
子
・
嫡
孫
の
仮
名
や
年

齢
の
把
握
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
十
分
に
は
追
究
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
藩
政
初
期
か
ら
の
制
度
的
変
遷
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

註 （
１
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
。
同
書
一
八

五
頁
の
表
(6)
に
よ
れ
ば
、
元
文
期
の
家
臣
数
は
五
六
〇
〇
人
を
超
え
る
。
こ

の
う
ち
、
足
軽
・
中
間
ほ
か
「
凡
下
」
の
人
数
を
差
し
引
く
と
、
名
字
を
持

つ
家
臣
は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
る
。 
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（
２
）
毛
利
家
文
庫
52
給
禄
31
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
に
つ
い
て
は
、
文
庫
と
略

す
。 

（
３
）
文
庫
52
給
禄
107
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
。 

（
４
）
当
館
が
保
存
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
大
部
分
は
写
で
あ
る
。
遠
近
方
が
現

用
し
た
「
御
根
帳
」
（
横
長
帳
）
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
も
の

が
計
一
一
冊
あ
る
。
家
臣
の
異
動
は
、
ま
ず
朱
筆
で
書
か
れ
、
さ
ら
に
異
動

が
あ
る
と
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
。
拙
稿
「
萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠

近
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
四
八
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

（
５
）
扶
持
方
成
と
は
、
家
臣
の
借
銀
が
嵩
ん
で
家
中
役
が
務
め
ら
れ
な
く
な
り
、

そ
の
知
行
を
藩
が
管
理
下
に
置
い
て
借
銀
返
済
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
返
済

ま
で
当
人
に
は
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
家
中
役
は
免
除
さ
れ
た
。 

（
６
）
元
服
の
際
に
発
給
さ
れ
る
加
冠
状
に
一
字
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

（
７
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
～
四
（
『
遺
漏
』
を
除
く
）
に
収
録
さ
れ
た
毛
利
秀

就
の
判
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
数
で
、
官
途
・
仮
名
・
受
領
書
出
一
一
一
一

通
、
加
冠
状
・
一
字
書
出
三
〇
六
通
、
安
堵
状
二
二
〇
通
あ
る
。
無
給
帳
登

載
の
家
臣
の
ほ
か
、
足
軽
、
町
人
、
庄
屋
な
ど
、
発
給
対
象
は
幅
広
い
。 

（
８
）
文
庫
23
譜
録
い
４ 

「
譜
録 

井
上
五
左
衛
門
忠
亮
家
」
（
寛
保
元
年
）
。 

（
９
）
文
庫
40
法
令
15
「
御
書
附 

延
宝
三
年
ヨ
リ 

地
方
諸
法
度 

全
」
。 

（
10
）
文
庫
16
叢
書
36
「
聞
書 

上
・
中
・
下
」
。
目
録
の
解
題
に
は
、
寄
組

国
司
広
孝
が
諸
士
や
諸
書
よ
り
の
見
聞
を
順
不
同
に
ま
と
め
た
も
の
、
と
あ

る
。 

（
11
）
「
閥
閲
録
」
巻
121
ノ
３ 

周
布
吉
兵
衛
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
３
）
。 

（
12
）
「
閥
閲
録
」
巻
85 

新
山
十
郎
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
13
）
「
閥
閲
録
」
巻
78 

三
浦
判
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
14
）
文
庫
31
小
々
控
３
（
２
の
２
）
「
天
和
四
年 

諸
事
小
々
之
控
五
十
」
。 

（
15
）
文
庫
９
諸
省
51‐

１
「
諸
触
書
抜
壱
」
。 

（
16
）
文
庫
９
諸
省
51‐

５
「
諸
触
書
抜
五
」
。 

（
17
）
文
庫
９
諸
省52‐

５
「
触
書
抜
五
」。 

（
18
）
同
右
。 

 

萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
・
実
名
、
名
字
を
め
ぐ
っ
て
　（
河
本
）

八
四


